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　「くらやみの町」に到とう着ちゃく！

　屋おく上じょうの冒ぼう険けん

　夜よるが連つれてくる者もの

　ゾンビに囲かこまれた！

　町のおそろしい秘ひ密みつ

　町ちょう長ちょうと伯はく爵しゃく

　恐きょう怖ふのホテル

　最さい後ごのお宝たから、ついにゲット！

　レーブンの意い外がいな力？

　伯はく爵しゃくの城しろのワナ

　魔ま法ほう使つかいの予よ言げん

　おそいくるオオカミ男

　ヒーローは、まさかの……！

　おかしな取とり引ひき

　みんなで城しろを目め指ざせ！

　おそれを知しらぬ少しょう年ねん？

　エルフとソーナの大かつやく

　結けっ成せい！　ゴブリン・キングとうばつ隊たい
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「ただいま絶ぜっ賛さん冒ぼう険けん中ちゅう!!」のふたりと一匹ぴきを見たら、だれもが、びっくりしたでしょう。カラスみたいな男の子、妖よう精せいのとがった耳をした女の子、小さいコロコロのネズミが、空そら飛とぶじゅうたんにしがみついて、空中を、どびゅーん！

　なかなかない光こう景けいです。

　男の子のほうはレーブン、手には水の入った小さなビンをにぎりしめています。
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　ふたりと一匹ぴきは、「さまよう砂さばく」で命いのちがけの冒ぼう険けんをして、魔ま法ほうのオアシス（泉いずみ）を見つけました。そこの貴き重ちょうな水「月のなみだ」が、ビンに入っているのです。あそこへ行いくのは、もう、こりごり。

　風かぜの音をききながら、砂さばくの小さな砂すな山やまや広ひろい砂すな地じの上を、びゅんびゅん飛とばしていくと、思おもったよりも早く、地ち平へい線せんのかなたに町が見えてきました。目もく的てき地ち「くらやみの町」です。

「こんなところに来きて、よかったのかなあ。」

とレーブンはエルフに言いいました。

「いいわけないでしょっ。でも、ここに来くるしかないもの。ゴブリン・キングの魔まの手から世せ界かいを救すくうためには、『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』が必ひつ要ようで、そのうちの『月のなみだ』は手に入れたから……。」

「次つぎは、『歌うたう剣つるぎ』だね。うん、わかってる。ただ、ぼく、『くらやみの町』なんて、おそろしい名な前まえの所ところに行いきたくないんだ。しかも、よりによって、さがすのは『ホラー・ホテル』のテリブル・ティム。恐きょう怖ふのホテルの、ひどいやつティムだろ。」

「わたしだって、ひとりだったら……好すきでやってると思おもう？」

　エルフは、レーブンのことを、じっと見つめました。

「レーブンは、砂さばくの魔ま人じんのおかげで、ときどき、超ちょうスーパー頭あたまが良よくなるけど……（＊）。」

「うん？」

「女の子の気き持もちについては、あいかわらずおバカね！」

とエルフは、ぶつぶつ。

　そのとき、魔ま法ほうのじゅうたんの先せん端たんに、ぼおっと小さな女の子の姿すがたが現あらわれました。ソーナです。魔ま法ほうのじゅうたんは、砂さばくの女じょ王おうがくれたもの。ソーナはじゅうたんの精せいなのです。

「まもなく着ちゃく陸りく態たい勢せいに入ります。どうぞ皆みな様さま、いま一いち度ど安あん全ぜんベルトをお確たしかめください。座ざ席せきのリクライニングやテーブルを元もとの位い置ちにおもどしください。またこれより先の、けしょう室しつのご利り用ようは、ごえんりょください。」

　エルフとレーブンは、わけのわからない命めい令れいをされているようで、気に入りません。

「安あん全ぜんベルトもテーブルもないんだけど。」

「ソーナ、着ちゃく陸りくはやめるんだ。」

「お客きゃく様さま、離り着ちゃく陸りくの際さいには、話はなしかけないでください。お客きゃく様さまは……。」

「ソーナ、着ちゃく陸りくするなって、命めい令れいだからね。ぼくたち、まだ着ちゃく陸りくしちゃダメだ。まず町の上空を回まわって、ようすを見なくちゃ。」

「いいアイデアね」とエルフ。

「だろ。きみが言いうほど、ぼく、おバカじゃないだろ。」

　しかし、ソーナは冷つめたく返かえします。

「当とう機きのルールでは……。」

「ソーナ、着ちゃく陸りく地ち点てんの安あん全ぜんを確かく認にんするのも、パイロットの任にん務むだろ。明あかるくなるのを待まって、上空から観かん察さつしよう。」

「……わかりました」と、ソーナはしぶしぶ答こたえます。

「レーブンて、頭あたまいい!?」と、エルフ。

　そして、夜よが明あけました。

　空そら飛とぶじゅうたんは、スピードを落おとし、「くらやみの町」の建たて物ものの屋や根ねの上を飛とびはじめます。

　大きな町です。小さな家いえや大きな家いえ、何なん階かいもあるような建たて物ものが見えます。曲まがりくねった路ろ地じ、大おお通どおりが二本、ふん水と植うえ木きの広ひろ場ば。町をとりかこむ石いし壁かべと門もん。何なにより、一いち番ばん目をひくのは、小こ高だかい丘おかの上にある大きな古ふるい城しろです。

「よし、このまま高たかさを保たもって。だれにも見られないように」とレーブン。

　ソーナは、不ふ満まんそうな顔かおになりましたが、だまって言いわれたとおりにします。

「だれもいないわよ。ほら」とエルフ。

　レーブンは、下をそっと見ます。レーブンは鳥とりのように、遠とお目めがきくのです。確たしかに、エルフの言いうとおりでした。

「くらやみの町」の通とおりには、人ひとっ子こひとりいません。最さい初しょは、そう見えました。

「あそこ！　だれかいる！」とレーブン。

　エルフが見ると、年をとった女の人ひとが足あし早ばやに歩あるいています。片かた方ほうの手に食たべ物ものの入ったバスケットを持もち、アーチをくぐって見えなくなりました。

　よく見ると、あちこちに、人が、ポツポツいます。でも、こんなに大きな町では、だれもいないように思おもえました。
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　レーブンは、エルフを見ます。

　エルフも、レーブンを見ます。

「これから、どうする？　レーブンは超ちょうスーパー頭あたまがいいんでしょ？　決きめて。」

　レーブンは、脳のうみそをフル回かい転てんさせました。しかし、ちっともひらめく気がしません。いつもどおりです。どうやら今いまは、超ちょうスーパー頭あたまが良よいときではないのでしょうか。

　それでも、ようやく、レーブンは、どうしたらいいか、思おもいつきました。

　もう一いち度どじゅうたんのふちから下をのぞくと、ラットくんがレーブンの背せ中なかをタタッとのぼり、頭あたまの上に乗のって、いっしょに下を見下ろします。

「どこかの屋おく上じょうに着ちゃく陸りくしたら、どうかな。屋おく上じょうなら、ちょっと安あん全ぜんだし、ソーナを置おいていくこともできるし。」

「わたしを置おいていくですって!?　どういうことっ！」

　むすっとだまっていたソーナが急きゅうに声こえをあげ、エルフとレーブンはビクッとしました。

「だってさ、きみを肩かたにかついで、歩あるきまわるわけにいかないだろう。人ひと気けのない屋おく上じょうを見つけて、きみを置おいておけば、エルフといっしょに『歌うたう剣つるぎ』をさがしに行いけるもの。」

　ソーナは、また、ぶすーっ。

「ほら、あそことか、どう？」

とレーブンが指ゆびさし、エルフもうなずきました。さほど遠とおくないところに、屋おく上じょうの広ひろい建たて物ものがあったのです。

「いいわね！　レーブンてば、やっぱり頭あたまが良よくなったのね！」とエルフ。

「そ、そう？」

と、レーブンがにやけたところで、急きゅうにドスン！

　むっとしたソーナが、着ちゃく陸りくのアナウンスもせずに、屋おく上じょうに着ちゃく地ちしたのでした。

「ソーナってば！　あらっぽいんだから！」

とエルフ。

　ソーナは、何なにも言いわず、じゅうたんの中にスッと消きえてしまい、ふたりはじゅうたんの上にとりのこされました。これからどうしたらいいのでしょう。
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＊レーブンは、４巻かん『さまよう砂さばくと魔ま法ほうのじゅうたん』で、魔ま人じんに「時とき々どき頭あたまが超ちょう良よくなる」魔ま法ほうをかけられたのです。
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　エルフとレーブンは、じゅうたんをにらみつけましたが、ソーナは出てきません。じゅうたんを相あい手てに、ずっとおこってもいられません。

　そこで、ふたりは、にらむのをやめました。

　ラットくんは、屋おく上じょうをタタッと走はしり、クンクンにおいをかいでいます。

「ラットくん、えらい。あたりを調しらべてくれ」とレーブン。

　チュウ！　とラットくん。

「レーブン、これからどうするの？」

　レーブンは、あたりを見み回まわしました。

　この屋おく上じょうは、町をはるかに見下ろす高たかいところです。屋おく上じょうのはしまで歩あるいて下を見ると、その高たかさがよくわかります。もしピアノでも落おっこちたら粉こな々ごなになりそう……。

「うー」とエルフ。

「うー？」

「ちがう。うー、というより、ひーって感かんじ～。」

「ひえええって、どう？」

「そう、それだわ。ひえええ！」

「でも、なんで？」

「だって、レーブンたら、そんなにはじっこに立ってるんだもの。ゾクゾクしないの？」

　レーブンは、少すこし考かんがえました。

「しないな。ぼく、高たかいところが大だい好すきだもん。木の上で暮くらしていたから、慣なれてるし、そんなにこわくないよ。エルフ、このかべをおりて……。」

「わたし、ここでいいわ。」

　エルフは、ソーナのじゅうたんのそばにいることに決きめました。

　レーブンは、肩かたをすくめます。

「平へい気きだって。ここの雨どいをつたえば下の道どう路ろにおりられるだろ。そうしたら、『歌うたう剣つるぎ』をさがしに……って、どうしたの。」

　エルフを見ると、首くびをぶんぶん横よこにふっています。

「ヤダッ！　のぼるのも、おりるのも、苦にが手てだもん。それに今こん回かいは、落おちてもぬれるだけだった『帰かえらずの海うみ』と、ちがうもん。今こん回かいは、落おちたら、ぺしゃんこでしょ。ヤダ、絶ぜっ対たいやらないっ！」

　エルフは、じゅうたんに、ドンと座すわります。

　レーブンは、エルフには勝かてないと思おもいました。

「わかった。じゃあ、ちがう手を考かんがえよう。」

「なんで、ソーナのじゅうたんに乗のって、下におりるだけじゃ、ダメなのよ。」

「目立たないようにしたいから、だよ。人目につきたくないだろ。空そら飛とぶじゅうたんでおりたら、台だいなしじゃんか。」

「だって、人なんかいないし。」

「いたって！　『くらやみの町』なんて、こわい名な前まえのところなんだから、用よう心じんしよう。あ、この屋おく上じょうには、植うえ木き鉢ばちがあるな。」

「レーブン、お花の話はなしをしてる場ば合あいじゃないでしょ。」

　レーブンは、ため息いきをつきました。

「エルフ、植うえ木き鉢ばちがあるってことはだよ……、ここに来きて水やりをする人が、いるってことだ。つまり、下におりる方ほう法ほうがあるんだよ、かべをおりなくてもね。」

　エルフは、目を細ほそめて、レーブンを見み直なおします。

「レーブンてば、やっぱり頭あたまが良よくなってる!?」

「さ、立って。おりる道みちをさがすんだ。」

　ふたりは、十分ぷんほど屋おく上じょうをさがしまわり、頭あたまをポリポリかきました。見つかりません。ドアが透とう明めいにでもなっているのでしょうか。

　すると、ラットくんが、ソーナのじゅうたんをカプッと歯はでくわえ、ずるずると後うしろへひっぱります。

　なんと、ソーナが着ちゃく陸りくしたその下に、とびらがあったのです。
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　レーブンが、取とっ手てをひっぱると、とびらが開ひらきました。建たて物ものの中へおりていく階かい段だんがあります。

「じゃ、行いく？」とエルフ。

「待まって。」

　レーブンは、「月のなみだ」が入ったビンを指ゆびさしました。

「あれ、いっしょに持もっていく？　それとも、ここに置おいていく？　ほら、『歌うたう剣つるぎ』をさがしている間あいだに落おとしたり、割わったりしたら大たい変へんだろ？」

　エルフは、ちょっと考かんがえます。

「置おいていきましょう。ソーナのじゅうたんの中に巻まいてかくして、あっちのすみに寄よせておくの。」

　まばたきする間まもなく、ソーナがポンッ！　と出てきました。

「わたしのことを、巻まくなんてぇ……。」

と言いいかけたところを、さっさとエルフとレーブンが、くるくる巻まきます。半はん分ぶん巻まいたところでビンを置おいて、じゅうたんの中へ巻まきこむと、ずるずるひっぱっていって、屋おく上じょうをとりかこむ低ひくいへいのすみにかくしました。

「これでよしっと！　もっと早くこうしておけばよかった」とレーブン。

「静しずかになったわ」とエルフ。

　そしてふたりは、とびらをぬけて、階かい段だんをおりていきました。

　外そとは、もう昼ひる間まの明あかるさですが、建たて物ものの中は、うすぐらくなっています。

　ほこりのたまった屋や根ね裏うら部べ屋や。箱はこがいくつもあって、シーツがかけてありました。

「ここ……、いったいどこかなあ」とエルフ。

　レーブンは、首くびをふります。

「さあね……。行いこう。あ、ドアだ。」

　暗くらくても、レーブンは目がいいので、出口が見えるのです。

　レーブンがドアノブをつかもうとしたとき、エルフがハッとしました。

「でも、だれが住すんでいるか、わからないのに、危き険けんかもっ。だって、『くらやみの町まち』だもの。」

「危き険けんかどうか、わかる方ほう法ほうは、ただひとつ。」

　レーブンはドアを開あけ、行いってしまいます。

　ラットくんが、チュウ！　と鳴なくと、レーブンの肩かたからエルフの肩かたへ飛とびうつりました。

　チュウ！　と、もう一いち度ど鳴なくと、エルフをうるうるの目で見上げます。

「わかるわ。レーブンてば、今日きょうは、やけに勇ゆうかんね。」

　屋や根ね裏うら部べ屋やを、もう一いち度ど見み回まわしました。ゾクッとします。

「レーブン、待まって！」

　エルフが、あわててレーブンを追おいかけると、ラットくんもチュ～ウ！

　ラットくんだって、心こころ細ぼそい声こえです。

「待まって、レーブン！　もどってきてーっ」とエルフ。

　タタタと走はしると、ろう下の角かどをレーブンが曲まがったのが見えました。

　急いそいでその角かどを曲まがると、ドン！　レーブンの背せ中なかにぶつかります。

　レーブンは、階かい段だんの手すりから下の広ひろ間まを見下ろしていました。しーん。ここにも、家か具ぐがたくさんあり、かべの絵えにまで、ほこりよけのシーツがかけてありました。

「へんだな……この家いえの人は、長ながく留る守すにするつもりかな」とレーブン。

　ふたりは、家いえの中なかを進すすみながら、次つぎ々つぎにドアを開あけましたが、だれも家いえにいません。

「みんな、いなくなったのかなあ」とエルフ。

「でも、なんで？」

「さあ……。そのうちわかるかなあ。」

　あんなに勇ゆうかんだったレーブンも、ゾクッとしたようですが、うなずいて言いいました。

「じゃあ、行いこう。」

　そうして、ふたりは、玄げん関かんから外そとへふみだしました。『くらやみの町』へ。
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『くらやみの町』は、なんと、とてもすてきな町でした。

　外そとに出てみると、きれいな通とおりに、かわいい家いえがならんでいます。すると、小こ太ぶとりで白いヒゲ、目のすんだ小さな男の人が来きました。「こんにちは」と、帽ぼう子しをあげ、通とおりすがりに、あいさつしてくれます。それから、かわいい乳う母ば車ぐるまに赤ちゃんを乗のせたお母かあさんたちふたり。おしゃべりしていましたが、それでも、エルフとレーブンが通とおりすぎると、おじぎをしてくれました。（ひとりは、ラットくんをジロジロ見ていましたが。）

　エルフとレーブンが歩あるいていくと、『くらやみの町』の住じゅう人にんに、二十人以い上じょうすれちがいました。みんな、まったくふつうの人で、ひどくおしゃべり好ずきではないにしても、『ばけもの山』の魔ま法ほう使つかいのように、エルフとレーブンを石に変かえようとしないし、『帰かえらずの海うみ』の海かい賊ぞくのように、剣けんをふりかざして追おいかけてこないし、『おそろしの森』からずっと、ふたりを追おいかけてくるオニのように、スキあらばつかまえて食たべようとすることもありません。

　こうしてみると、エルフとレーブンには、この町がなんで『くらやみの町』といわれるのか、よくわかりませんでした。

「家いえも、みんな、かわいいもんなあ。ここに引ひっこしたくなりそう」とレーブン。

「本気？」

　エルフがおどろいて、ききます。

「なりそうって言いっただけだよ。道みちで会あった人も、みんな、いい人だったよね。」

「でも、この町の名なは、『かわいい町』じゃないのよね。『くらやみの町』というからには、今いままでへんなことが続つづいていたし、まだ油ゆ断だんしないほうがいいわ！」

「へんなこと？　へんっていうか……むしろ、おそろしいとか、危き険けんとか、命いのちがけとか、そういうことだろ。もし、『へん』なんて言いって、町の人にきかれたら……。」

「だれもきいてないし」とエルフ。

　そのうちに、ふたりは、美うつくしい広ひろ場ばへ出ました。中ちゅう央おうのふん水が、水を空へふきあげています。ふたりは、のどがかわいて、ふん水に近ちかづきました。

「ひとつ、気がついたことがあるわね。」

「なんだい？」

　ラットくんがレーブンのポケットから飛とびだして、ふん水へ走はしっていきました。

　エルフは、レーブンにチッチッチッと人ひとさし指ゆびをふります。

「ここに来きてから、なにもかも、ふつうだけど、みんな、わたしたちが、なにかきこうとすると、にげるでしょ。」
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　ほんとだ、とレーブンは思おもいました。

　あいさつくらいなら、するのです。でも、何なん人にんかに話はなしかけて、ホラー・ホテルの場ば所しょや、テリブル・ティムという人を知しらないかときくと、だれも答こたえず、話はなしをそらしながら、去さってしまいます。

「やっぱり、この町、なにかおかしいわよねえ。」

　エルフは、ふん水からふきだす水に口をつけ、水を飲のみます。

「うん……それとも、みんな、急いそいでいるだけなのか」とレーブン。

「わからないわね。」

　ふん水から顔かおをはなして、肩かたをすくめるエルフ。

「ぼくたち、これからどうする？　今こん夜やとまるところをさがさないと。ぼくね、どこか高たかい屋や根ねに一いっ票ぴょうだな。ほんとは、大きな木の上がいいんだけど。」

「いやよ。まだお金があるし、こじんまりしたホテルに一いっ票ぴょうだわ。」

「でも、ホラー・ホテルがどこにあるか、わからないだろ。」

「ホラー・ホテルじゃなくて！　べつのホテルよ。早くさがしましょ。ほら、もう暗くらくなってきてる。」

　いつの間まにか、太たい陽ようが家いえ々いえの屋や根ねより低ひくくなっています。レーブンは、木の上でねるほうがいいと思おもっていますが、エルフをおこらせたくないのでした。

「だれかに、ホテルの場ば所しょをきかなきゃ、だわ。」

と、エルフが言いったとき、女の人が広ひろ場ばを横よこ切ぎっていきます。

「すみません、ちょっといいですか。」

　エルフは声こえをかけましたが、女の人は走はしって広ひろ場ばの向むこう側がわの家いえに入ってしまいます。

　バン！　とドアが閉しまり、エルフとレーブンは、広ひろ場ばに面めんする家いえのドアが全ぜん部ぶ閉しまっているのに気がつきました。窓まども、雨あま戸ども、ぴったり閉しまっています。

　ガチャン！　ガチャン！　次つぎ々つぎにカギのかかる音がきこえてきました。まだ外そとにいた人が、家いえにかけこみ、カギをかけたのです。

　日が落おちてきました。闇やみが町に広ひろがり、あちこちの雨あま戸どから光ひかりがもれます。

　突とつ然ぜん、ふたりの頭あたまの上の窓まどが開あき、どなられました。

「おいっ、お前まえたち！　なにやってるんだっ！」

「なにって……。ぼくたち、どうしたら……。」

「おれだったら、走はしってにげるぞ！　かくれろ！　やつらが、来くる！」

「やつらって？」とエルフ。

「あいつらだ！」

　広ひろ場ばの反はん対たい側がわから、低ひくいうなり声ごえが近ちかづいてきます。

　がああぁ、うおうぅぅ。

　そして、ずるっずるっ……と、何なにかを引ひきずるような音おと。

　なんだろうと、エルフが闇やみをすかして見ようとすると、夜よ目めがきくレーブンが「ひっ！」と悲ひ鳴めいをあげました。

「なに？」とエルフ。

「走はしれ！」とレーブン。

　エルフはこわくて、泣なきそうです。

「なんなの!?　なにからにげるの？」

　べそをかくと、レーブンがエルフの手をとってダッとかけだしました。

「ゾンビ！」

　さけぶレーブン。ラットくんは、レーブンの頭あたまの上から飛とびおりて、上うわ着ぎのポケットにもぐりこみます。

　うなり声ごえが大きくなり、エルフとレーブンの耳に、ある言こと葉ばがはっきりときこえました。

　その言こと葉ばとは、
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「ゾ、ゾンビ？　って、何なに？」

　エルフは、さけびます。

「えっと……動うごく死し体たい!!　つまり、ばけもの！　前まえに森の仲なか間まが教おしえてくれた!!」とレーブン。

「ちょ、待まって。ほんとに？」

「ほんとだよ！」

「レーブン、止とまって！　だれも追おいかけてきてないわよ。見て。」

　エルフは、レーブンの手をつかんで、ふりむかせます。だれもいません。

「ね？　ほんとにゾンビっていうのを見たの？」

「ほんとに、ほんとだよ。」

　レーブンは、苦にが々にがしく、先ほどまでいた広ひろ場ばを指ゆびさしました。青い顔かおをした不ぶ気き味みな人ひと影かげが、四つか、五つ、ゆらゆら動うごいているのが、雨あま戸どからもれる光ひかりで見えます。

「キャ[image: ]ッ！　何なにあれっ！」

「これで信しんじた？」

「わわわ、わかった。信しんじた。でもね、でも、あんまり動うごきが速はやくないじゃない？　走はしらなくても、いいんじゃないかな。ゆっくりぶらぶら歩あるいても、にげられそうよ。」

　レーブンは、ニコリともしません。

「ほら、あっち。」

　通とおりの反はん対たい側がわを指ゆびさします。ふたりの行ゆく手てに、六匹ぴきのゾンビが現あらわれ、ゆっくり、ずるっずるっと歩あるきながらこちらへ向むかってきます。がううう、うおぅぅぅ……。
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「きゃっ、スピードじゃなくて、数かずで負まけてるってことね！　いやーっ！」

「だろ！　弓ゆみを使つかって！　やっつけろ！」

　エルフは、レーブンをへんな目で見ました。

「やっつけろって言いったって……。」

「とにかく、弓ゆみを！」

　エルフは、魔ま法ほうの弓ゆみを出すと、グッと集しゅう中ちゅうしました。

　光ひかりとともに、十二本の矢やがはなたれます。
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　すごい！　正しょう真しん正しょうめい、本ほん物ものの矢やです。エルフの魔ま法ほうは上じょう達たつしています。

　矢やは、ゾンビたちに向むかってビューン！　バシッと全ぜん部ぶ命めい中ちゅう！

　しかし、矢やにつらぬかれても、ゾンビは、そのままゆっくり歩あるいてくるのです。何なにしろ、もともと死し体たいなのですから。

「死し体たいだもん、死しなないわ！」

「そうか。じゃ、べつの案あんだ。にげるぞ！」

　細ほそい通とおりへ、ふたりはにげこみました。レーブンが先に立ち、ふたりは、建たて物ものの間あいだの暗くらい道みちを走はしります。

「ひええっ！　ここもゾンビがいる！」

　別べつの通とおりへ。ゾンビたちは、よろよろ歩あるくので、かんたんには追おいつかれません。しかし、どこへ行いっても、また、あらたなゾンビたちが出てくるのです。

　町まち中じゅうが、ゾンビだらけ！

「この町、ひどいよ。『くらやみの町』っていうだけある！」とレーブン。

「そこらじゅうに、いるわ。どうする？」

「屋おく上じょうに、もどろう。ソーナのじゅうたんで、ここから飛とびたつんだ。」

「いい案あんね！」とエルフ。

　ふたりはゾンビたちをふりきりながら、やっとの思おもいで、最さい初しょに来きた通とおりへ、もどりました。建たて物ものの中に入り、階かい段だんを三段だんずつ、いっぺんにかけあがりました。

　屋や根ね裏うら部べ屋やを通とおりぬけて、屋おく上じょうへ！　じゅうたんのかくし場ば所しょにたどりつき……しかしソーナは……、魔ま法ほうの空そら飛とぶじゅうたんは、ありません。

「なんてこと！」とエルフ。

「ここに置おいたよな！」

「ゆうかいされたんだわ！」

　すると、ふたりの後うしろから声こえがしました。
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　ハッとふりかえると、ずるっずるっとふるえながら歩あるくゾンビが十匹ぴきほどいるではありませんか。ふたりのあとをついてきたのです。

「なんで、玄げん関かんのドアを閉しめてこなかったのよっ！」とエルフ。

「きみこそ！」とレーブン。

「もう、レーブンってば。わたし、プンプンなんだからねっ！　でも、こわくておこってられないの。食たべられるの、いや～っ！」

「弓ゆみを使つかってみれば！」

「きかないもん、見たでしょ。」

「ほかの物ものを出すんだよ。前まえみたいに、ほら、チョウチョとか、かさとか。」

「それで、どうやってゾンビを止とめられるのよ!?」

「わかんないよ。なにか、やってみな！」

　その間あいだにも、ゾンビたちが、じりっ、じりっと近ちかづいてきます。くちびるをなめながら、[image: ][image: ][image: ][image: ]

「もお！　こんなに、ゆっくり攻こう撃げきされるの、初はじめて！　さっさと、やってくれればいいのに！」

「そんな……、あきらめるな！」

　レーブンが強つよい口く調ちょうで言いいました。

「エルフ、きみ、どれくらいの距きょ離りだとジャンプできる？」

「え？　なんで……？」

　エルフは言いいかけて、レーブンの視し線せんの先に気がつきました。

「ちょ……、待まって。いやよ、やらないわっ！」

「うん、できるよ。やるんだ。」

　レーブンは、せまい通とおりをはさんだ、向むかいの建たて物ものの屋や根ねを見ています。かなり厳きびしいジャンプになりそうです。

「やらなきゃ！」

　レーブンが大おお声ごえを出しました。

「やりたくないーっ！」とエルフ。

「やるか、食たべられるか、だ。さあ、いっしょに行いこう！」

　レーブンは、エルフの手を取とると、ふたりで屋おく上じょうのはしに向むかって走はしり、パッと空中を飛とびました。
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「きゃあ～～～っっ!!」

　飛とびながら下を見ると、せまい通とおりには、ゾンビがうようよ。

　そして…………ドスン！

　ふたりは、向むかいの屋や根ねに着ちゃく地ちしました。しかし、屋や根ねは、もろかったようです。

　ドガガガガーン！

　屋や根ねがぬけて、ふたりは下へ落おち、なぜか、お湯ゆの中へバシャーン！

　ふたりのことを追おいかけていたゾンビたちは、屋おく上じょうのはしから、ゆっくり、一匹ぴき、一匹ぴきと、下の通とおりへ落おちていきます。

　そのとき、急きゅうに部へ屋やの明あかりがつきました。

　口ひげのはえた男の人が、目を丸まるくして、ふたりを見ています。

「おまえたち、うちの屋や根ねをやぶったな！　おまけに、風ふ呂ろまでこわした！」
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「うちの屋や根ねで、なにをやってたんだ」と男の人。

「ゾンビがいたんだ！」とレーブン。

「ゾンビだって？　だから、なんだ？　ひとんちの屋や根ねをこわして、いいと思おもってるのか。」

「わざとじゃないんです。向むかいの屋おく上じょうにいたら、ゾンビに追おわれて……」とエルフ。

「だれかさんが、ドアを閉しめなかったからね。」

　レーブンが口をはさみました。

　エルフがレーブンをにらみ、エルフの耳が、おっかないくらい真まっ赤かになります。レーブンは、さっと目をそらします。

「……それで、ここにジャンプしたら、屋や根ねがあまり強つよくなくて。」

　エルフは、なんとか話はなしを終おえました。

「これをどうしてくれる！」

　男の人が、屋や根ねを指ゆびさして言いいます。

　ふたりが、しまったなあという顔かおで上を見ると、屋や根ねの穴あなから夜よ空ぞらの星ほしがきらめいています。

「風ふ呂ろまで、こわして！」

　男の人は、おこりすぎて、まゆがヒクヒク。
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「ごめんなさい。それで、ぼくたち、びしょぬれなんですけど、風ふ呂ろから出てもいいですか。」

　男の人は、エルフよりも厳きびしい目でにらみます。ふたりは、それを「風ふ呂ろから出てもいい」と、受うけとることにしました。

　ゆかにポタポタ水をたらしながら、次つぎにどうしようと考かんがえます。

「あのう……」とレーブン。

　男の人は、屋や根ねの破は片へんを見てブツブツ言いっています。これからお風ふ呂ろに入るところだったようです。

「あのう、どうして、のんびり、お風ふ呂ろに入る気になるんですか？　この町にゾンビがうようよしてるのを知しらないんですか」とレーブン。

「それが、どうした。」

「どうしたって、……ゾンビですよ！　なんでも食たべようとするんですよ。大たい変へんじゃないですか！」

「そんなの、なんでもない。」

と男の人。やっと落おちついて、まゆ毛げのヒクヒクもおさまっています。

「朝あさになれば、いなくなる。」

「どういうことですか」とエルフ。

「つまりね、おじょうちゃん。ゾンビの夜よるは、家いえでゆっくり、おとなしく休やすめってことさ。害がいはないんだ。家いえの外そとに出るようなバカなら、ともかくね。」

　男の人は、またしても、ふたりをジロリ。

「おまけに、ドアを開あけっぱなしにして、中に入れるなんて大バカもいいとこだ。でもゾンビなら、マシなほうだぞ。」

「マシ!?」

　エルフとレーブンは口をそろえて言いいました。

「なにと比くらべて!?」

「ほかのものより、マシだってことさ。おい、きみたち、このあたりの者ものじゃないようだな。下の階かいへおりないか。ここは寒さむいから。」

「屋や根ねのことは、本ほん当とうにすみませんでした」とレーブン。

「きみたち、お金は持もっているかい。」

「はい。」

　レーブンが答こたえると、エルフは、たじろぎました。

「よかった。じゃあ、修しゅう理り代だいにわたしてもらおうかな。それはそうと、ココアを一ぱいどうだ？　おれはね、こわいことがあったら、いつもココアを飲のむことにしてるんだ。」

「こわいといえば、さっき言いっていた、『ほかのもの』ってなんですか？　ゾンビより、ひどいものって？」とエルフ。

「おじょうちゃん、なにもかもゾンビよりひどいさ。そもそも、ゾンビなんか、頭あたまは悪わるいし、弱よわいからな。ぬれた段だんボール箱ばこだって、パンチがかんつうしないよ。だから、暗くらくなる前まえに家いえの中に入りさえすれば、へっちゃらなんだ。」

　レーブンは、そうきいて、目をぱちくり。みんなで下へおりて、キッチンへ行いき、男がミルクを温あたためながら話はなします。

「これが、オオカミ男だと……、まさに血ちぬられた夜よるになるんだよな。あと、ときどき幽ゆう霊れいが、やってくるだろ。それから、吸きゅう血けつ鬼きだろ、あと……。」

「ちょ、ちょっと待まってください。それ全ぜん部ぶ、この町にやってくるんですか。毎まい晩ばん？」とレーブン。

「そうだよ。だから、この町は『くらやみの町』と言いわれるんだ。昼ひる間まはいいのだけど、夜よるになると、町は呪のろわれるんだ。呪のろいだよ！」

　男は、木のスプーンを大げさにふりまわし、ピタッと止とまりました。

「半はん分ぶんミルクで半はん分ぶんお湯ゆにする？　それとも、ミルクだけのほうが好すき？」

「ミルクだけで、お願ねがいします」とエルフ。

　レーブンは、つぶらな黒くろい目を、また、ぱちくりしました。

「ぼくも、エルフと同おなじのを……。それで、その呪のろいって……？」

「そうだ、呪のろいだよ！」

「じゃあ、前まえは『くらやみの町』では、なかったの？」

「うん、前まえは『ほがらか町』といったんだ。」

「そうだったんだ。ひどいね。でも、どうして、みんなよそへ行いかないんですか。」

「よそって、どこへ。出ていった人もいるがね。遠とおくの親しんせきをたよってさ。でも、そんなあてもない人がほとんどさ。よそで暮くらしはじめる金もないし。だから、この町にとどまって、がまんしているんだ。毎まい晩ばん、毎まい晩ばんね。」

「ひどいわ。でも、あなたは、大きな家いえに住すんでらっしゃるから、お金かね持もちなんじゃない？　どうして引ひっこさないの？」

「そんなこと、できないよ！」

「どうして？」

「だってね、おじょうちゃん、おれは『ほがらか町』の町ちょう長ちょうだもの。」

　男の人は、胸むねを張はり、顔かおをあげて、どうどうと言いいました。

　そして、急きゅうにぷしゅんと、うなだれます。

「ちがう、今いまでは、『くらやみの町』だ。」

「町ちょう長ちょうさんですって!?」とエルフ。

「町ちょう長ちょうって、なに？」とレーブン。

「やっぱり、レーブンって頭あたまが良よくなった気がしないわ」とエルフ。

「町ちょう長ちょうというのはな、この町の責せき任にん者しゃということさ」と町ちょう長ちょう。

「『責せき任にん者しゃ』……だったら、ぼくたち、お会あいできて、とてもうれしいです！　助たすけてほしいことがあるんです。」

「相そう談だんにのろう。屋や根ねの修しゅう理り代だいをはらってくれればね。」

　町ちょう長ちょうはてのひらを出し、エルフはお金の残のこりをポケットから出して、町ちょう長ちょうにわたしました。

　金きん貨かが数すう枚まい。町ちょう長ちょうはしぶい顔かおをして、金きん貨かをいじりました。
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「うん、まあまあか。キラキラしてるのは、好すきなんだ。」

「この町の『責せき任にん者しゃ』なら、助たすけてください。あるホテルをさがしているんです。それから、ぼくたちのじゅうたんがぬすまれちゃって。」

「ぼくちゃん。この町は、この町の問もん題だい……呪のろいだけで、もういっぱいいっぱいだよ。ぬすまれたじゅうたんをさがしてくれる人なんか、だれもいないよ。」

「でも、たのみます！　とても、重じゅう大だいなことなんです。」

「いいかい、少しょう年ねんよ。この呪のろい以い上じょうに重じゅう大だいなことなんて、おれたちにはないんだ。町から呪のろいを消けす方ほう法ほうを見つけなければ。」

　エルフとレーブンは、そのことを考かんがえました。言いいあらそっても、しかたありません。

「その呪のろいを町にかけたのは、だれなんですか。」

　エルフがききました。レーブンは、なんとなく、町ちょう長ちょうの答こたえがわかるような気がしました。

　町ちょう長ちょうの声こえが小さくなります。

「シー。声こえが大きい。あいつだよ。あらゆる生いき物ものからおそれられている、あいつ……。」

「ゴブリン・キング。」

　レーブンは思おもわず言いいました。

「そうだ。な、なぜ、わかったんだ？」

　エルフとレーブンは、顔かおを見み合あわせ、また町ちょう長ちょうを見ました。

「おたがい、話はなしがありそうですね」とレーブン。

「なるほど……。よし、まず、ココアを飲のんでからにしよう。な。」
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　エルフとレーブンは、あたたかいココアを飲のみました。このところ飲のみ食くいした中では、久ひさしぶりに、おいしいものでしたが、なんだか悲かなしくなりました。

　事じ態たいは悪わるくなっています。じゅうたんのソーナがいなくなったということは、別べつの物ものもなくなったんだ、とエルフは気がつきました。

「あっ！」とレーブン。

「そうでしょ。『月のなみだ』もなくなったってことよ。じゅうたんにかくしてあったんだもの。」

「なにのなんとかが、どうしたって？」

　町ちょう長ちょうの問といに、エルフは説せつ明めいしました。ふたりが、「さまよう砂さばく」を横おう断だんして、魔ま法ほうのオアシスに行いき、そのオアシスの水『月のなみだ』を、くんできたことを。

「どうして、そんなことを？」

と町ちょう長ちょう。ちらかった台だい所どころのものが気になるのか、あれこれいじったり、ひとりごとを言いったりしています。

「ぼくたちがゴブリン・キングをたおすためには、ふたつのものが必ひつ要ようだってきいたからです。そのふたつが、『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』です。でも、今いまは、ふたつともないんだ。」

「きみたち、ほんとうに、ゴブリン・キングをたおそうとしてるのかい？」

　エルフとレーブンは、おたがいの目を見ました。おたがいの決けつ意いを確たしかめます。

「はい」とエルフ。

「ぼくたち、やります」とレーブン。

　町ちょう長ちょうのまゆ毛げがぐっと上にあがり、頭あたまのてっぺんから飛とんでいきそうになりました。

「おれに、その気はない」と町ちょう長ちょう。

「わたしたちを助たすけてくれれば、この町も元もとの『ほがらか町』になるんじゃないかしら。」

「『くらやみの町』じゃなくてね」とレーブン。

「助たすける？　助たすけるなんて……？」

「やらない理り由ゆうがある？」とエルフ。

「やらない理り由ゆうなんか、ごまんとあるさ！」と町ちょう長ちょう。

「ひとつ、言いってみて。」

　エルフの耳の先が赤くなってきました。

　レーブンは、ふたりをおちつかせようとして、言いいます。

「ところで、チーズはありますか？」

　町ちょう長ちょうは、ぽかーん。

「なに？」

「チーズです。少すこしでいいから。ぼくらの仲なか間まのラットくんも、おなかを空すかせてるんですが、ココアは好すきじゃないから。」

「ココアは好すきじゃない、って……。」

　町ちょう長ちょうが、ぽかんと口を開あけて、あきれたように言いうと、ネズミのラットくんがレーブンのポケットから、頭あたまをピョコンと出しました。

「町ちょう長ちょうさん、やらない理り由ゆうがひとつでもあれば、言いってみてください」とエルフ。

　町ちょう長ちょうのまゆ毛げが、元もとの位い置ちにしゅるしゅると、もどります。

「……いや、理り由ゆうなんかないさ。うん、助たすけるべきだな。」

「やった！」

　エルフとレーブンは、いっしょに声こえをあげました。

　町ちょう長ちょうは、戸とだなをさがし、チーズの大きなかたまりを、持もってきました。おなかを空すかせたラットくんの目が大きく開ひらき、ピョンと飛とびつきます。
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「じゃあ、人を集あつめて、やってほしいことがあるんです。」

　ラットくんが無む我が夢む中ちゅうで食たべている間あいだに、レーブンが言いいました。

「やることって？」

　うたがわしそうな顔かおで町ちょう長ちょうがききます。

「そうさくです。ぼくたちのじゅうたんと『月のなみだ』をさがしてほしいんです。」

「うーん、それはできない」と町ちょう長ちょう。

「どうして？　助たすけてくれるって言いったのに！　ここの責せき任にん者しゃでしょ？」

とエルフ。

「そうだよ。ただね、責せき任にん者しゃといっても、ソケット伯はく爵しゃくにやれと言いわれたことを、責せき任にん持もってやるだけなんだ。」

「ソケット伯はく爵しゃく？」

　レーブンは、おでこをてのひらでたたきました。頭あたまがもやもやします。

「ソケット伯はく爵しゃくって、だれですか。」

「ソケット伯はく爵しゃくは、この町を治おさめる伯はく爵しゃく様さまさ。ここは、伯はく爵しゃくの領りょう地ちなんだ。」

「じゃあ、町のことを決きめるのは、伯はく爵しゃくのほうなの？」とエルフ。

「そのとおり」と町ちょう長ちょう。

「じゃあ、わたしたち、ソケット伯はく爵しゃくと話はなしをしなくちゃ！　早く行いかないと！」

「そうしてくれ。でも、今こん夜やは外そとに出られないよ。ゾンビがうようよしているからな。朝あさまで待またなくては。」

　エルフとレーブンは、顔かおを見み合あわせました。ラットくんは、うれしそうにチーズをモグモグ。

「そっか……。朝あさまで待またなくちゃね」とエルフ。

「じゃ、待まつとするか！」

　レーブンはそう言いって、町ちょう長ちょうに、

「チーズもですけど、いっしょに食たべるパンもあったりしませんか。」

「おいおい、ここはホテルじゃないぞ。」

　町ちょう長ちょうは答こたえましたが、みんなで食たべるものがないか、たなをさがしはじめます。

「ホテルと言いえば……」

　エルフが口を開ひらきました。

「『ホラー・ホテル』というホテルを知しりませんか？　テリブル・ティムっていう人は？　どうも、その人が『歌うたう剣つるぎ』を持もっているようで、それが必ひつ要ようなんです。」

「おれは町ちょう長ちょうなんだから、そんなことくらい知しってるさ。」

　町ちょう長ちょうは、テーブルにリンゴの入った器うつわと、パンを置おきました。
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「テリブル・ティムは、ホラー・ホテルを経けい営えいしてるやつだ。そこの角かどを曲まがったところだよ。」

「朝あさになったら、行いこう。そのあと、ソケット伯はく爵しゃくに会あいに行いく」とレーブン。

「そうしたら、もう、ゴブリン・キングを半はん分ぶんたおしたようなものね！」

とエルフが元げん気きに言いい、町ちょう長ちょうのまゆ毛げがまたピョーンと上に飛とびあがりました。
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　翌よく朝あさ、エルフとレーブンは、町ちょう長ちょうのあとについて、「くらやみの町」の通とおりへ出ました。町ちょう長ちょうに先せん頭とうに出てもらったのは、もしかして、ゾンビがまだいて、脳のうミソや肉にくをさがしもとめているかもしれないと思おもったからです。

「ほら、おいで！　もう、すっかり安あん全ぜんだよ！」

　町ちょう長ちょうが、ふきげんそうに言いいました。

　みんなで「くらやみの町」の曲まがりくねった通とおりを歩あるきます。明あかるい日ひ差ざしのもとでは、この町が昔むかし「ほがらか町」といわれていたのがよくわかります。通とおりがかった町の人は、みんな、町ちょう長ちょうやエルフとレーブンに向むかってあいさつし、ふたりは重じゅう要よう人じん物ぶつになった気き持もちがしました。

「きみたち、これからおれのことを、『閣かっ下か』と呼よびたまえ。」

　町ちょう長ちょうも道みちを歩あるきながら、急きゅうにえらそうになります。後うしろに向むかって「早く来きたまえ！」と言いうのでした。

　エルフは、レーブンを見て肩かたをすくめ、ふたりは町ちょう長ちょうのあとを小こ走ばしりで追おいかけます。

「さ、着ついた。ホラー・ホテルだ！」と町ちょう長ちょう。

「すみません。あの、か、『閣かっ下か』、でしたっけ？」とレーブン。

　エルフは、「閣かっ下かなんて」と、顔かおをしかめました。

「ふむふむ。なんだね」と町ちょう長ちょう。

「ここは、どうして『ホラー・ホテル』っていうんですか？　だって、ホテルの名な前まえとしては、変かわってますよね。お客きゃくさんだって、泊とまりたくないでしょう？」

　レーブンは、生まれてから木のてっぺんに住すんでいて、森の地じ面めんにおりてはキノコをさがしたりしていましたから、ホテルのことはよくわかりません。それでも、「恐きょう怖ふのホテル」なんて、こわい名な前まえをつけるのは変へんだと思おもったのです。

「ああ。昔むかしは、そうじゃなかったんだよ。でも、ティムに経けい営えいがかわってから、もっとおもしろくするほうがいいっていうので、ホテル全ぜん体たいをお化ばけ屋や敷しきみたいにしたんだよ。じょうだんみたいなもんさ。わかるかい？」

　レーブンには、よくわからなかったので、首くびをふりました。

「こわい絵えをかべにかざって、ホテル全ぜん体たいを背せ筋すじがこおるようなふんいきにしたんだ。料りょう理りの名な前まえも、こわいんだよ。『赤あかん坊ぼうの指ゆび』とかね、本ほん当とうはソーセージなんだけど。それから、『魔ま女じょの目』。トマト・ソースにぶどうがうかんでるんだ。」

「トマト・ソースにぶどうですって？　いやぁん。」

　エルフが顔かおをしかめます。

「でも、商しょう売ばいがあまりうまくいってなくてね。そうしたら、あの呪のろいが町にかけられたんだ。じょうだんではなくなってしまってね。今いまでは、『くらやみの町』のホラー・ホテルなんて、だれも泊とまりたくなくなっちゃったよ。」

　レーブンは、エルフの顔かおを見て、それからホテルの入り口を見ました。大きな看かん板ばんがあります。「ホラー・ホテル、人じん生せい最さい悪あくの夜よるをあなたに！」玄げん関かんには、クモの巣すとクモ。どちらも作つくり物ものです。二階かいの窓まどからは、飛とびだす白い幽ゆう霊れい。それも本ほん物ものではなく、シーツを人にん形ぎょうにかぶせたもの。

「なにか、きこえない？」とレーブン。

「ううん」とエルフ。

「ええ？　月のネズミにだってきこえそうなのに。いや、その……きこえる？」

　レーブンは、エルフがにらんだので、あわててごまかします。エルフは、

「ううん、なんにも……。あっ、きこえる！」

　近ちかづくと、ふしぎな音が、たしかにホラー・ホテルから、だんだん大きくきこえてきます。
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「おい、ふたりとも」と町ちょう長ちょう。

　ラットくんがチュウ！　と鳴なきましたが、町ちょう長ちょうはラットくんを無む視ししました。

「きみたち、ティムのところへ行いって、なんだか話はなすんだろう。おれは、あとで、ここに来くるから。そうしたら、ソケット伯はく爵しゃくのところへ行いこうな。」

「待まって！」とレーブン。

「もどってきて！」とエルフ。

　しかし、町ちょう長ちょうはスタスタ行いってしまい、ふたりはホラー・ホテルのドアの前まえにぽつんと残のこされました。お日さまも出ているし、建たて物ものの表おもてのクモは本ほん物ものじゃないとわかっていますが、それでも、ドアをノックするには、こわいものがあります。ドアをノックするかざりは、なんと、ガイコツの手なのです。

「さ、どうぞ、どうぞ」とレーブン。

「わたしっ!?　ところで、この音、なによ。まるでだれかの悲ひ鳴めいみたい。」

「『歌うたう剣つるぎ』が必ひつ要ようなんだ。こんなところで、ビビってる場ば合あいじゃないだろ。」

「だから？　ドアをノックするの、レーブンね！」

　エルフは、うでを組くみました。

　レーブンは、ゴクリとつばを飲のみこみます。ひざがふるえ、のどがカラカラになります。おずおずと、レーブンはガイコツの指ゆびをつまみ、三回かいノックしました。

　コン、コン、コン。

　ホテルの中で、ノックの音がこだまするのがきこえます。じーっと、ふたりは待まちましたが、なにも起おきません。なにも……。

「留る守すかな。あとで、また来こよう」とレーブン。

「もお、レーブンってば！」

　エルフが、ガイコツの手を自じ分ぶんでつかもうとしたそのとき、ズ、ズ、と、ひきずるような足音が、ドアの向むこうから近ちかづいてくるのがきこえました。

　ドアのカギが、開ひらく音。どっしりしたかんぬき（＊）が、ガチャリ、それからドアがギギギーィと開ひらきます。

　エルフは、レーブンの手をにぎりました。ふたりして、にげるかっこうになったとき、ドアがすっかり開ひらき、小さな女の子が、ふたりを見上げていました。

「よく来きたな、命いのち知しらずどもよ」と女の子。

　エルフとレーブンも背せが高たかくありませんが、その子は、ふたりよりもっと小さかったのです。それなのに、ふたりをこわがらせたいのか、できるだけ低ひくい声こえを出そうとするあまり、声こえがぶるぶるふるえていました。しかも大きく見せようと、一いっ生しょうけん命めい、背せをのばし、つま先までぶるぶる。

「わたしの名なは、テリブル・ティム！　ようこそ、ホラー・ホテルへ！　おそろしい夜よるのはじまりだーっ！」

　エルフとレーブンは、「ぷっ」とふきだして、笑わらいくずれました。
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＊かんぬき……門もんが開あかないように、門もんの左右にわたしてある棒ぼうや、板いたなどを指さす。
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　テリブル・ティムは、むっとしました。
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「なにが、そんなにおもしろいの？」

　エルフとレーブンは、笑わらうのをこらえました。「さまよう砂さばく」で、サルタンの妻つまの称しょう号ごう「サルタナ」を「サラダ菜な」と、ききまちがえたときに、学がく習しゅうしたのです。

「ごめん！　悪わるかった。あまりに、まじめな顔かおをしていたもんだから」とレーブン。

「まじめだよ！　人をこわがらせる商しょう売ばいは、まじめにやらないといけないんだ。」

「ティムって、男の子の名な前まえじゃない？」とエルフ。

「ちがうもん！　女の子だって、いいんだもん！」

とおこったティム。

「そうなの？」とエルフ。

「うん。ティマンサだから、愛あい称しょうはティムなの。テリブム・ティム、『ひどいやつティム』とは、このわたしのことだーっ！」

　また、おどかしてきたので、エルフは、笑わらわないようにしました。笑わらわないのはできましたが、かわりに口から「んがっ」と音が出てしまい、あわてて口をおさえます。

　レーブンは、笑わらいをこらえたら息いきができなくなって、もう少すこしで気き絶ぜつしそう。

「あなたたち、うちまで笑わらいにきたの？　ホテルに泊とまるお客きゃくさんかと思おもったんだけど。今いまなら……、一部へ屋やか二部へ屋や、無む料りょうでいいよ。」

　レーブンは、首くびをふりました。

「ううん、泊とまるんじゃないんだ。」

「あっそ。さようなら！」

　ティムはドアを閉しめようとします。エルフが言いいました。

「きゃ、待まって！　ほかの用よう事じで来きたの。ドアを閉しめないでちょうだい。話はなしをさせて。ところで、このへんな音はなあに？　まるで悲ひ鳴めいみたいな。」

　先ほどから、ひびいている音についてたずねます。今いまになって、ふたりは、テリブル・ティムが両りょう耳みみにわたをつめていることに気がつきました。

「きこえないの？　それ、取とったら？」

　レーブンは、耳から綿わたを取とる身みぶりをしました。でも、ティムは首くびをふります。

「やあよ。取とらないわ。」

「だから、なんの音なの？」とエルフ。

「知しらないほうがいいよ。」

とティム。それでもティムは、ふたりに中に入るよう、うなずきました。

「見せてあげる。知しらないほうがよかったって思おもうかもしれないけど。そしたら、うちのホテルのお客きゃくじゃないなら、そのあと帰かえってくれる？」

「泊とまるかもしれないわよ」とエルフ。

「そうなの？」とレーブン。

「町ちょう長ちょうが今こん夜や、泊とめてくれなかったらだけど……。だって、通とおりで野の宿じゅくはできないでしょ？　何なにしろ夜よるには……。」

「この町ではムリだね。町ちょう長ちょうの友ともだちかい？　だったら、うちのホテルへようこそ。泊とまるんだったら、一いち番ばんいい部へ屋やにしてあげるよ。『鳥とり肌はだスイートルーム』っていうんだけど。きっと気にいるよ。」

「そ、そうなんだ。」

　レーブンは言いいましたが、ティムにはきこえなかったようです。

　変へんな音が大きくなってきました。ティムは、ホテルの中を先に立って歩あるきます。「うらめしやレストラン」、「ベロベロ酒バ場ー」を通とおりすぎ、ティムは、「絶ぜっ叫きょうラウンジ」のドアを開あけました。

　音の正しょう体たいがわかりました。

　何なにかが、歌うたっています。調ちょう子しっぱずれですが。

　最さい初しょ、ふたりは、その歌うたがどこからきこえてくるのか、わかりませんでした。

　広ひろい部へ屋やには、座すわり心地ごこちのよさそうなイスとテーブルが、たくさんあります。片かた側がわにステージがあり、部へ屋や全ぜん体たいはうすぐらく、歌うたともいえない歌うたは、どうやらステージのほうからきこえてくるのでした。

　エルフとレーブンが近ちかづくと、歌うた声ごえが大きくなりました。ひどいものです。
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　レーブンは、エルフを見ました。エルフは、ステージを指ゆびさします。そこにはイスがあって、そのイスに乗のっているのは……剣つるぎ！

「歌うたう剣つるぎ！」

　ふたりは、同どう時じにさけびました。

「見つけたよ！」

　笑わらうレーブン。テリブル・ティムに向むかって、

「きみが、あの剣つるぎを『月のなみだ』のオアシスから取とってきたんだね？」

　ティムは、うなずきます。大きな声こえで、

「部へ屋やの外そとに出て話はなさない？　そのほうが楽らくよ。」

　剣つるぎは、歌うたいつづけています。ひとつの歌うたを歌うたいおえ、もう一いっ曲きょく歌うたいはじめました。
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　ティムは、「絶ぜっ叫きょうラウンジ」のドアをつかむと、できるだけ素す早ばやくピタリと閉とじました。

　そして、片かた方ほうの耳の綿わたを取とりだします。

「ふー。もう、この騒そう音おん、一分ぷんとたえられないわ。」

「え？　じゃあ、なんで剣つるぎを取とって来きたの？」とレーブン。

　ティムは、ため息いきをつきました。

「ホテルのためよ。不ぶ気き味みな物ものを集あつめてね。何なにかやらないと、業ぎょう績せきが悪あっ化かするばかりで……。一いち流りゅうホテルには、アトラクションがあるでしょ。『歌うたう剣つるぎ』のことをきいたから、うちのラクダに乗のってさがしに行いったの。オアシスの怪かい物ぶつには苦く労ろうしたけどね。あの剣つるぎがあれば、お客きゃくさんも増ふえると思おもって、ちょっと借かりたのよ。」

「ダメだったの？」

「じょうだんでしょ。あの剣つるぎ、まったく歌うたうのをやめないんだもの。一いっ瞬しゅんたりともよ。昼ひるも夜よるも。ず[image: ]っと、あんな調ちょう子し。ひどい歌うたをひどい声こえで歌うたってるの。」

　ラットくんがチュウ！

「なにって？」とエルフ。

「ラットくんは、あの歌うた好すきだって」とレーブン。

　エルフは、パチパチと二回かいまばたきして、

「好このみは人それぞれっていうものね。」

と言いいました。すると、ティムが、

「そんなことない。あの剣つるぎは……あんなの歌うたじゃないわ。ひどいもん！　耳がおかしくなりそう。もう、あの剣つるぎをどっかへやれるなら、なんでもする。お客きゃくさんが、何なん週しゅう間かんも来こなくなっちゃったもん。でも借かりたものを捨すてられないし、返かえしに行いくのも苦く痛つうだし……。」

　エルフとレーブンは、おたがい目め配くばせしました。

「じゃ、この剣つるぎを、ぼくらが預あずかるって言いったら……？」

「え！　本ほん当とう？　持もって行いって！　おまけに、みがき粉こをつけてあげたいくらいよ。持もって行いって。まさか、ふざけて言いってるんじゃないわよね。」

「ふざけてなんかいません。わたしたち、この剣つるぎを、ずっとさがしていたの。なぜかというと……。」

「キャベツを切きるのに使つかおうが、なんだろうが、どうでもいいわ。持もって行いって。」

　そう言いうと、ティムは、部へ屋やへもどり、剣つるぎを取とってくると、エルフの両りょう手てにわたしたのでした。
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「ほんとに、これが、ほしいの？」

　ティムは、疑うたがわしそうな顔かおをしています。

　エルフが、こくん。

「ええ。」

「よかったーっ！　絶ぜっ対たい、わたしに返かえさないでね！」

　ティムは言いい、ふたりは、なにがなんだかわからないうちに、「くらやみの町」の通とおりへ出ていました。

　まぶしい光ひかりに目を細ほそめ、手には歌うたいやまない剣つるぎ！
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「『歌うたう剣つるぎ』さん、あのう……」とレーブン。

　しかし、剣つるぎはきいていません。

　エルフは、きたない物ものを持もつかのように、剣つるぎをつかんだ手を、めいっぱい伸のばしています。ふたりは、通とおりに立って、町ちょう長ちょうがもどるのを待まっていました。かなり長ながい時じ間かん待まちましたが、剣つるぎが歌うたうのをやめたのは、次つぎの曲きょくにうつる間あいだだけでした。
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　レーブンが、また言いいます。

「剣つるぎさん、剣つるぎさん、歌うたうのをやめてくれませんか。ちょっとだけでいいから。」

　エルフの目が、だんだん大きく開ひらいていきます。次つぎになにが起おきるかわからなくて、じっと剣つるぎを見つめています。

「これ、だまってくれないのかな？」

「そうみたいだ」とレーブン。

　ラットくんが、レーブンの肩かたにのぼって、ちょこん。

　ネズミも音おん楽がくに合あわせて体からだをゆらすことができるとしたら、今いまラットくんがやっているのが、まさにそれです。
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「ラットくん、おどってるの!?」

　エルフの目が、まん丸まるになりました。

「この剣つるぎ、どうやって、声こえを出してるんだろうねえ。剣つるぎには、口もないのにね」とレーブン。

　剣つるぎは、自じ分ぶんの話はなしをされているのがわからないのか、あるいは、わかっても気にしていないのか、ただ歌うたを歌うたいつづけています。歌うた、また歌うた。

「へたな歌うたね！」とエルフ。

　ラットくんが、おこったように、チュウ！　でも、すぐに、レーブンの頭あたまの上にのぼって、またノリノリでおどっています。

「ぼくさ、『歌うたう剣つるぎ』ってきいた時ときに、ただの名な前まえだと思おもったんだよね。まさか、本ほん当とうに歌うたってるなんて……。」

　エルフがまゆをしかめます。

「これで、ゴブリン・キングをたおせるの？」

「う～ん、剣つるぎといっしょに五分ふんいると、ゴブリン・キングが、ガケから飛とびおりちゃうとか？」

とレーブン。エルフは、疑うたがわしそう。
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「なんで、あまいラブ・ソングしか歌うたわないんだろう。それもラブラブすぎるよね」とレーブン。

　エルフは、具ぐ合あいが悪わるくなったような顔かおをしました。

　通とおりでは、人ひと々びとが行いきかい、たまに立ちどまっては、髪かみがボサボサの鳥とりみたいな男の子と、かわいいくつをはいて、とがった耳をした女の子と、ヘタな歌うたを歌うたう剣つるぎと、おどるネズミを見ています。

「もおっ、がまんできない。」

　エルフが言いうと、だれかが何なにかを投なげてよこしました。コインです。コロコロと転ころがって、エルフのかわいいブーツに当あたりました。

「お金をはらえば、よそへ行いってもらえるかい？」

　人の群むれから、声こえがして、みんなが笑わらいました。

「え？」と思おもううちに、コインが十個こ飛とんできて、小石で舗ほ装そうされた地じ面めんにカツン、カツンと当あたります。

「行いこう。音おとを止とめられないんだって、気づかれないうちに、お金かねを拾ひろって、行いっちゃおう」とレーブン。走はしってお金かねを拾ひろいあつめました。

「どこに行いくの？　ここで町ちょう長ちょうさんを待まってるはずでしょ。」

「別べつにいいさ。お城しろへ行いって、ぼくたちだけでソケット伯はく爵しゃくに会あおう。」

　お城しろの姿すがたは見えませんでした。でも、空そら飛とぶじゅうたんから町を見ていたので、お城しろは町を見下ろす小こ高だかい丘おかの上にあると、わかっていました。

　迷めい路ろのような通とおりに入り、右や左に曲まがりながら、坂さかの上のほうをめざして行いきます。通とおりすがりの人たちに、ふしぎそうな顔かおで見られました。剣つるぎが調ちょう子しはずれの歌うたを歌うたいつづけているからです。




　[image: ]




「わたし、もうダメ。この歌うた、たえられないーっ。今いますぐ、歌うたうの、やめて～。」

　レーブンは、エルフの耳が赤くなっているかどうか、見ました。まだ大だい丈じょう夫ぶそうです。でも、油ゆ断だんはできません。

「歌うたうの、やめないんじゃないかなあ」とレーブン。

「やめないの？　そんなのムリ！」

　レーブンは返へん事じをしません。

　エルフは、レーブンをじっと見ます。

「……そうなんだ。うう、もう世せ界かいを救すくうのはやめて、わたしたちの耳を救すくうことにしない？」

「ダメだよ！　ゴブリン・キングが、ぼくたちの森にしたことをわすれたのかい？　ここに来くるまでにも、ひどいことを見てきただろ。『くらやみの町』にかけられた呪のろいだって……。ぼくたち、行いかなきゃ！　ここであきらめるわけにいかないんだ。剣つるぎは手に入れたし、すぐに『月のなみだ』だって……。」

「そうね……わかった。がんばりましょう。お話はなし、終おわり。ただ、ひとつたのみがあるんだけど。」

「ん？」

「この剣つるぎ、ちょっとだけ、レーブンが持もってよ。さっきからずっと、わたしに持もたせてたでしょ。気づいてないと思おもった？」

　レーブンが、ぐっとつまりました。図ず星ぼしです。レーブンはこくん、とうなずくと手を出して、エルフから剣つるぎをうけとります。

　すると。

　なんということでしょう。レーブンが剣つるぎを手にしたとたん、剣つるぎの歌うたが止とまったのです！

　ラブ・ソングの途と中ちゅう、手をつないで、しばふをスキップしているところで、歌うたはピタッと止とまったのでした。
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「よかったぁ～」とエルフ。

「うん、でも、へんだね」とレーブン。

　うんともすんとも言いわなくなった剣つるぎを、ふたりは見つめました。

　ラットくんだけは、悲かなしそうに、チューウ。

「はく手ももらわないうちに、歌うたうのをやめちゃったわ。」
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　エルフとレーブンが城しろを見つけるまで、そう長ながくはかかりませんでした。

　大きな城しろです。正せい確かくには「とても大きい」のですが、「とても大きい」というより「巨きょ大だい」といってもいいくらいの大きさです。

　ふたりは、巨きょ大だいな城しろへ続つづく巨きょ大だいな門もんの前まえに立ち、自じ分ぶんのことをとても小さく感かんじました。「とても小さい」というのは、「ちっぽけ」といってもいいくらいです。

「うーん、ぼくたち、町ちょう長ちょうのことを待まつほうがいいかなあ。」

「うん……、そうしようか。」

　ラットくんが大きな声こえでチュウ！

　ラットくんは、すてきな（？）音おん楽がくがやんでつまらないので、大きな声こえになったのですが、同どう時じに、耳のとがった女の子とトリみたいな男の子が、やらなきゃいけない時ときに、おじけづいてびくびくしているのが、わかったからでした。

「ラットくんの言いうとおりだ。ラットくんが言いったのは……。」

「うん、わたしにも、わかった。わたしたち、『進すすまなきゃダメだ』って言いってるのよね。」

「そのとおり！　エルフもネズミの言こと葉ばがわかるようになったの!?」

　エルフは、ため息いき。

　巨きょ大だいな門もんの下のほうにある、巨きょ大だいなドア・ノッカーに手をのばしました。ノッカーは重おもくてあげにくく、エルフはますます自じ分ぶんを「ちっぽけ」に感かんじます。ノッカーをおろすと、ドアが大きくドンと鳴なって、かみなりのようにひびきました。

　すると、ふたりの頭あたまのずっと上で、重おもい木の窓まどが開あき、だれかが頭あたまを出します。その人は下を見て、変かわったかっこうの男の子と女の子がいるとわかると、それ以い上じょう考かんがえずに、かべのレバーを引ひきました。

　その瞬しゅん間かん、エルフとレーブンが立っていた、石をしきつめた舗ほ道どうが、カパッと開ひらき、真まっ暗くらな落おとし穴あなに、ふたりはひゅるるるーっ！　長ながく暗くらい穴あなを、すべり台だいをすべるように、頭あたまを上、足を下に、どんどん落おちます。ふたりは、声こえをかぎりにさけびました。
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　穴あなははてしなく続つづいているようで、もしかして、終おわりがないんじゃないかと思おもったそのときに、終おわりました。

　ドン！　固かたくて冷つめたいゆかの上に落おちます。真まっ暗くらで何なにも見えません。

　と、ききおぼえのある音が……。歌うたです。
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「いやーんっ、もうやめて！」

「ごめん、ぼく、手をはなしちゃった。」

「もうっ、すぐ見つけてよ！」

　ふたりは、暗くらやみの中を必ひっ死しで手さぐり。ようやくエルフの手が剣つるぎにあたりました。

「あった！」

　剣つるぎは、まだ歌うたっています。

「レーブン、こっちよ。わたすから。」
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「ああん、もうっ。歌うたはやめて～。どこにいるの、レーブン？」

「気をつけて！」

とレーブン。真まっ暗くらな中で、エルフが自じ分ぶんに向むかって剣つるぎをぶんぶんふりまわしているのかと思おもうと、気が気じゃありません。その剣つるぎが、ベタベタにあまいラブ・ソングしか歌うたわない剣つるぎだとしても、です。

「はい！　ちゃ～んと剣つるぎのつかのほうを向むけているからね！」
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　しかし、エルフがレーブンに剣つるぎをわたすことはできませんでした。

　突とつ然ぜん、まぶしい光ひかりがさしこんで、ふたりとも目がくらんだのです。

　続つづいて、だれかにグイッと押おされたと思おもったら、ドアの閉しまる音！　またしても、暗くらい中へおきざりにされました。ふたりは、ふたつのことに気がつきます。

「わたしの弓ゆみがない！」

「剣つるぎもとられた！　ほら、静しずかになったよ。」

　エルフは、耳をすませます。

「ほんとだ……。ああ、ほっとした。でも、弓ゆみをとられちゃったわ！　なんてことするのよ。もう、今こん度ど会あったら、こてんぱんにしてやるわ！」

「なにで？　剣つるぎは、とられちゃったよ。」

「あ、そっか……。」

　エルフはだまりこみます。不ふ安あんそうに、もぞもぞしている音が、暗くらやみでレーブンにきこえました。やっと、エルフが口を開ひらきます。

「レーブン、ここは暗くらいわね。」

「……うん。ラットくんも、いるのかな？」

　チュウ！

「よかった」とレーブン。

「これから、どうする？」とエルフ。

「わからない。また、今いまのやつらが、来くるまで待まつか。」

　こう言いわれて、エルフはしばらく考かんがえます。

「もしかして……もう、来こなかったりして。」

　暗くらやみの中で、ふたりは、相あい手てをさがし、たがいの手をにぎりました。ラットくんと三人（？）で身みをよせます。だれも、なにも言いいませんでした。どよ～ん。

　この旅たびがはじまってから、何なん度どつかまり、ワナに落おち、牢ろうに閉とじこめられたことでしょう。そうしてみると、なんの説せつ明めいもなく、暗くらやみに閉とじこめられているのも、そんなに最さい悪あくの状じょう況きょうではないかもしれません。今いままでだって助たすかってきたのだから！

　でも、レーブンの頭あたまの中は「エルフのいうとおりだったらどうしよう」という思おもいで、いっぱいになりました。もし、だれも来こなかったら？　永えい遠えんに……？

　しかし、人ひとは来きたのです。

　何なん時じ間かんもたったあと、ドアが再ふたたび開ひらきました。外そとは、さっきほど明あかるくありません。ふたりは、つかまれ引ひきずりだされ、ラットくんは、レーブンのポケットへにげこみました。おどろくほどたくさんの、ピカピカした長ながいろう下を歩あるかされ、階かい段だんをのぼり、らせん階かい段だんをのぼって、ソケット伯はく爵しゃくの城しろの奥おくへ奥おくへと導みちびかれます。

　そして、ついに、堂どう々どうとした王おう座ざがある広ひろ間まへ。そこには、たくさんの人がいました。その中に、町ちょう長ちょうもいます。背せの高たかい若わかい男は、きっとソケット伯はく爵しゃくだとふたりは思おもいました。見たこともないような大きな王おう座ざに座すわっています。

　ふたりは、ソケット伯はく爵しゃくの前まえに、ひざまずかせられました。町ちょう長ちょうが、ジロッとこちらを見ましたが、なにも言いいません。
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　レーブンが口を開ひらいて、命いのちごいをしようとしたそのとき、ソケット伯はく爵しゃくが、すっくと立ちあがり、こう言いいました。

「たのむ。あれを、だまらせてくれ！」

　なんのことだろうと一いっ瞬しゅん思おもいました。が、すぐに、王おう座ざの後うしろの部へ屋やから歌うた声ごえがきこえてくるのに気づき、エルフとレーブンは、思おもわずニヤリとしました。
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　エルフとレーブンは、あたりを見み回まわしました。

　その間あいだも、調ちょう子しのはずれた歌うた声ごえが広ひろ間まにただよい、気がつくと、ソケット伯はく爵しゃくがこちらをじっと見ています。

「どうだね？」

「どうだねって、なにが？」

とエルフ。

　えらそうに話はなす人には、ムッとしますが、ふたりが出で会あう人は、たいてい、えらそうです。

「エルフ、まず、あいさつだろ。こんにちは。ぼくはレーブン、この子はエルフです。」

　ソケット伯はく爵しゃくは、目を細ほそめて、ふたりを見ます。

「レーブン……カラスと、エルフ……妖よう精せいか。本ほん当とうの名な前まえなのか？　『エルフとレーブン』なんて、カッコつけた怪かい盗とう一いち味みの名な前まえみたいだな。」

　エルフは、ため息いき。

「ええ、本ほん当とうの名な前まえではないですけど、でも、それ以い上じょうは教おしえません。」

「エルフ、そんな言いい方かたって！」

「きみらの名な前まえのことなんか、どうでもいい。それより、どうして、わたしの城しろをおそおうとしたのだ。弓ゆみと剣つるぎなど持もちこんで。」

「おそってなんか！　話はなしがあって、来きただけです。あの人が話はなしてくれるはずです。」

　レーブンは、町ちょう長ちょうを指ゆびさしました。

　ソケット伯はく爵しゃくは無む視しして、家け来らいに手をふると、家け来らいはドアを開あけます。

　奥おくの部へ屋やのテーブル上に「歌うたう剣つるぎ」が置おいてあるのが見えました。ソケット伯はく爵しゃくが先に立ち、別べつのふたりの家け来らいがエルフとレーブンを奥おくの部へ屋やへつれていきます。

「あっ、わたしの弓ゆみ！」

　エルフは、剣つるぎのとなりに置おいてあった弓ゆみを取とりに行いこうとしますが、すぐ家け来らいたちにおさえられました。

　ソケット伯はく爵しゃくが、レーブンを指ゆびさします。

「あの剣つるぎの歌うたをやめさせるんだ！　さもないと……。」

　レーブンは、ため息いき。エルフに言いいます。

「ぼくもいっしょだ……だんだん腹はらが立ってきたよ。えらそうにしてさ。」

「妙みょうな動うごきはするなよ。剣つるぎを持もって、少すこしでもヘンなそぶりを見せたら、城しろの一いち番ばん高たかいところから落おっことすからな！」

「心しん配ぱいしなくても、レーブンなら、剣つるぎのつかが、どちらかもわからないわよ。」

「言いってくれるねえ、エルフ。なにも、そんなことを言いわなくても、いいだろ。」

「おしゃべりは終おわりだ。それより、早く、あの剣つるぎをだまらせてくれ！」
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　ラットくんが、レーブンのポケットから顔かおを出し、ノリノリでおどりはじめます。

「とにかく、だまらせろ！　早く！」

　ソケット伯はく爵しゃくは、冷れい静せいさを失うしない、泣なき声ごえになってきました。

　レーブンは、のんびりした足あし取どりでテーブルへ近ちかづくと、剣つるぎを取とりあげました。ピタッと歌うたが止とまります。

「？」

　ソケット伯はく爵しゃくが前まえへ出て、レーブンの手から剣つるぎを取とると……。
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　ひいっと伯はく爵しゃくは息いきを飲のんで、剣つるぎをレーブンに投なげます。レーブンは、なんとか安あん全ぜんに、剣つるぎを受うけとめました。

「どうりで、この剣つるぎ、人のいない砂さばくのど真まん中なかで、木の上にささっていたわけだよね。」

とレーブンは、エルフに言いいました。

「なるほど～」とエルフ。

「どうやって、歌うたを止とめたんだ？　教おしえてくれ」とソケット伯はく爵しゃく。

「教おしえられません。」

「なぜ？」

「なんで歌うたが止とまるのか、ぼくにもわからないからです。なぜか、ぼくが持もつと、歌うたが止とまるんです。エルフが持もってもダメで……。あなたも、ですね。」

「ほかの者ものでは、ダメなのじゃ！」

　突とつ然ぜん、奇き妙みょうなかっこうをした男が部へ屋やに入ってきて、そう言いいました。

　頭あたまの先から足あし首くびまで、長ながいローブを着きています。ローブには星ほしがたくさんさがっていました。フードを頭あたまの後うしろにおろし、顔かおと長ながい髪かみを出しています。

　腰こしには編あんだひもを巻まきつけ、堂どう々どうとした姿すがたです。
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　レーブンを指ゆびさし、朗ろう々ろうとした声こえで言いいました。

「そんなことができるのは、『かしこいおバカ』だけなのじゃ！」

「今いま、なんて？」とエルフ。

「おバカって、ひどい！」とレーブン。

　ソケット伯はく爵しゃくが口を出します。

「とにかく、その魔ま法ほうの剣つるぎの歌うたの止とめ方かたを教おしえたまえ。さもないと、わたしの機き嫌げんをそこねるぞ。いいかい。」

「ええと……。信しんじてください。わかるなら教おしえたいけど、ぼくたちがこれを手に入れてから三十分ぷんもしないうちに、落おとし穴あなに落おちて、閉とじこめられたんです。エルフの言いうとおりですよ。ぼく、剣つるぎのつかがどっちかもわかりません。それに、どうして歌うたが止とまるのか、さっぱりわからないんです。とにかく、ぼくがにぎると、止とまるんです。」

「それに、わたしたち、お城しろをおそったんじゃありません。わたしたちの持もち物ものがぬすまれたので、さがしてもらえないか、たのみにきたんです。それがないと、ゴブリン・キングをたおすことができないんです。町ちょう長ちょうが、話はなしてくれるはずです！」

　エルフは、町ちょう長ちょうを指ゆびさしました。

　町ちょう長ちょうは、なぜか、さっきからずっとだまっています。

「町ちょう長ちょう、話はなしてください！」

　しかし、町ちょう長ちょうはまゆ毛げをあげ、まるでエルフが何なにを言いっているのかわからないような顔かおをしています。

　星ほしのローブを着きた男は、つかつかとレーブンに近ちかづくと、レーブンのことをしげしげと見ます。

　と、急きゅうに、両りょう手てを大きく広ひろげ、目がうつろになりました。ぶつぶつと何なにかをつぶやき、だんだん声こえが大きくなっていきます。
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「ああ……、クリンサーが、またこの状じょう態たいに……」とソケット伯はく爵しゃく。

　クリンサーと呼よばれた男には、何なにもきこえず、だれも見えないようです。今いまの言こと葉ばを、ただただ何なん度どもくりかえすのでした。

　クリンサーの耳みみ元もとで、伯はく爵しゃくが大おお声ごえを出します。

「クリンサー、ウソを言いう時じ間かんは終おわりだ！」

　クリンサーの目が、カッと開ひらきました。わなわなとレーブンを指ゆびさし、やがてドサリと床ゆかの上にくずれおち、気き絶ぜつしました。

　エルフは、クリンサーをじっと見て、それから、レーブンの顔かおを見ます。

　レーブンが一ひと言こと。

「ひええええ！」
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　シーン。

　広ひろ間まは、静しずまりかえっています。やがて、みんながひそひそと話はなしはじめ、ひそひそはガヤガヤになり、ガヤガヤはワイワイガヤガヤの大さわぎになりました。

　みんな、口くち々ぐちにこう言いいます。

「クリンサーは、なにかわかったんだ！　予よ言げんだ！　クリンサーの予よ言げんだ！」

　そのさわぎはしばらく続つづき、とうとう、ソケット伯はく爵しゃくが、足をふみならしました。

「静しずまれ！　静しずまるのだ！　城じょう内ないだぞ、静せいしゅくに。」

　やっと、みんな話はなすのをやめました。そして、みんなレーブンのことを見ています。

　気き絶ぜつしているクリンサーをふまないよう、ソケット伯はく爵しゃくはレーブンのところへ来きました。

「きみは、いったい何なに者ものなんだ。そして、本ほん当とうの名な前まえは？」

　エルフが、横よこから言いいます。

「わたしだって、レーブンの、本ほん当とうの名な前まえを知しらないんです。レーブンは、一いち番ばん大たい切せつな友ともだちなのに！」

「……エルフ？」

　レーブンは、おどろいた顔かおをして、それから、にっこり。

　チュウ！　とラットくん。
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「ふたりとも、ぼくの大だい事じな友ともだちだよ」

とレーブン。

「よかったね」とソケット伯はく爵しゃく。

「それはともかく、質しつ問もんにもどらせてくれ。きみたちは何なに者もので、わたしの城しろへ、何なにをしに来きたのかね？」

「わたしたち、伯はく爵しゃくに話はなしがあって来きたんです。町ちょう長ちょうが、『くらやみの町』の本ほん当とうの責せき任にん者しゃは、あなただと言いったので。わたしたち、大たい切せつなものがふたつぬすまれてしまって、それは、オアシスの水が入ったビンと、おこりっぽいじゅうたんですけど、それが見つからないと、世せ界かいをゴブリン・キングから救すくうことができないんです。伯はく爵しゃくだって、そうしてほしいでしょう？　あなたの町が毎まい晩ばんゴブリン・キングの手の者ものにおそわれているんですから！」

　エルフは、話はなしおえたとき、いかりで耳が真まっ赤かになっていました。

　シーン。

　広ひろ間まは、おどろいたように静しずまりました。ソケット伯はく爵しゃくは、エルフをふしぎそうな顔かおで見ます。パチパチとまばたきして、言いいました。

「ゴブリン・キング？」

「そうです。ゴブリン・キングです。わたしたち、そいつをたおすために、旅たびをしているんです。だから、伯はく爵しゃくも手て伝つだってください。」

　ソケット伯はく爵しゃくは、ひとさし指ゆびを立ててふり、チッチッチとエルフに言いいます。

「きみには、わたしたちのことなんか、わからない。毎まい晩ばんだよ！　毎まい晩ばん、おそろしい魔ま物ものがやってきて、町をおそうんだ。夕ゆう暮ぐれ、町の門もんを閉しめるんだが、どうしてか、魔ま物ものたちは、町に入ってくる！」

「あなたは、この城しろにいれば、安あん全ぜんそうですけど」とレーブン。

「うん、そうだよ。できれば、このまま、こうしていたいものだな。」

「でも、町の人たちは？　お城しろに住すんでない人たちは？　毎まい晩ばん、あなたの町の人たちが、おそろしい思おもいをしているんですよ！」

「悪わるいな。もし、わたしが自じ分ぶんの身みを危き険けんにさらして、外そとへ出ていくと思おもっているなら、大まちがいだ。」

　エルフが、ドンとゆかをふみました。

「この、おくびょうものっ！」

　伯はく爵しゃくは、そう言いわれても、まゆひとつ動うごかしません。

「最さい後ごにもう一いち度どきく。この剣つるぎをだまらせるには、どうするんだ。それから、その弓ゆみはどうやって使つかうんだ。教おしえなければ、城しろから追おいだすぞ。もうすぐ夜よるになるけどね。」

　エルフがさけびます。

「いくらなんでも、ひどい！　そりゃあ、あなたはおくびょうものの、ひきょうものだけど、そこまでするっ!?」
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　二分ふん後ご、エルフとレーブンは、城じょう門もんの外そとで、入り口の階かい段だんに、しゃがみこんでいました。

「エルフってば……」とレーブン。

「何なにも言いわないで。わかってるもん。わたし、言いいすぎたわ。」

「それを言いおうとしたんじゃないよ。」

「え？　じゃあ、なに？」

「ふたつあるんだ……。まずね、ぼくのこと、大たい切せつな友ともだちって言いってくれて、うれしかった。」

　エルフは、ぽっと赤くなって、もじもじしました。いつものエルフらしくありません。

「あ、そのこと……だって、ほんとにそうだもん。」

「ありがとう。ぼくね、今いままで、友ともだちっていなかったんだ。そりゃあ、動どう物ぶつの友ともだちはいたけどさ、本ほん当とうに話はなしができる、大たい切せつな友ともだちっていなかったんだ。」

「だって、レーブンは、動どう物ぶつと話はなしができるでしょ？」

「うん。だけど、こんなふうにたくさん話はなさないから。木きの実みがある場ば所しょとか、そろそろ雨が降ふりそうだとか、そんな話はなしだもん。ところで、ソケット伯はく爵しゃくのやつ、ほんとにひどいなあ。城しろの外そとに追おいだすなんて！」

「ほんとよ。あの人、もったいないわ。」

「もったいないって、なにが？」

「だって、あの人、すごくカッコいいんだもん」とエルフ。

　レーブンは、急きゅうに静しずかになります。エルフが、そんなふうに言いうのが、どうも好すきになれません。
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「それはともかく、ふたつ目はなに？」とエルフ。

　レーブンは、話はなす気がしなくなっていました。

　でも、ふたつ目のことは、大だい事じなことなので、話はなさないではいられません。

「今こん夜や、どこでねる？　もうすぐ暗くらくなるし、そうすれば……。」

「なにが起おきるかわからない。レーブンの言いうとおりだわ。すぐに、どこかさがさないと。ホラー・ホテルにもどるのはどうかな。テリブル・ティムのほうが、ゾンビや……今こん夜や来くる魔ま物ものより、ましじゃない？」

「賛さん成せい！」

　ふたりは出しゅっ発ぱつ。すると、城しろの、ほかの門が開ひらくのが見えました。

「見て！」

　レーブンがエルフのうでをつかみます。

　町ちょう長ちょうです。こそこそと城しろから出て、まるで、ほかの人に見られたくないようす。あたりをたしかめ、もう大だい丈じょう夫ぶと思おもったのか、急きゅうに通とおりへ向むかいました。町ちょう長ちょうの家いえのほうではなく、まったく別べつの方ほう向こうへ……。

「なにしてるのかしら」とエルフ。

「調しらべたほうがよさそうだ。行いこう！」

　急いそいで町ちょう長ちょうを追おいながら、エルフが小さな声こえで言いいます。

「日が落おちてきたわ。早くかくれなきゃ！」

「もう少すこし。町ちょう長ちょうが何なにをするのか、知しりたい。どうもようすがおかしい」とレーブン。

　すぐに、何なにか、わかりました。

　日がしずみ、町ちょう長ちょうは、町まちの門もんへと近ちかづきます。門もんには、かんぬきとして、太ふとい横よこ木ぎがかけられ、ゴブリン・キングの魔ま物ものたちが入ってこないよう、しっかり閉しめてあります。

　町ちょう長ちょうは、もう一いち度ど、あたりを見み回まわし、こっそりと木をぬきとって、門もんを開あけてしまったのです。







[image: ]









「あいつの仕し業わざだったのね！　毎まい晩ばん、門もんを開あけていたんだわ！」

「それはともかく……、あっ、オオカミ男だっ！　にげろ！」
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　エルフとレーブンは、今いままでの人生でありえないほど速はやく、どびゅーんっと走はしります。

　どこに行いくのかも考かんがえず、「くらやみの町」を走はしりまわります。空には大きな銀ぎんの月。その明あかりに照てらされて、危き険けんが追おいかけてくるのが見えるのでした。

　ふたりの背はい後ごに、けものの足音がきこえてきます。オオカミ男たちは、エルフとレーブンにキバを立てようとしているのです！

　ラットくんは、丸まるのみされそうな気がして、レーブンのポケットの一いち番ばん奥おくにかくれています。そのとき、血ちもこおるような、ほえ声ごえがきこえました。

「こっちへ！」

　レーブンは、エルフの手をとって、横よこ道みちに入ります。しかし、オオカミ男は、においをかいだだけで、見なくてもかんたんにわかり、ふたりの後あとを追おいかけてきます。

「も、もう、走はしれない」

とエルフ。でも、そう言いいながら、なんとか走はしりつづけます。

　ふたりが走はしっていると、オオカミ男たちが、通とおりの家いえのドアをおそう音がきこえました。がんじょうなドアもありますが、バリバリとやぶれるドアも。中から悲ひ鳴めいがあがり、裏うら口ぐちから人ひと々びとが飛とびだしてきて、エルフとレーブンといっしょに「くらやみの町」を走はしります。

「あっちだ！」とレーブン。

　今いままでになく、細ほそい横よこ道みちへ。

　しかし、その先は空あき地ちで、そこから先の道みちがありません。行いき止どまりです。

「きゃっ！　ふくろのネズミだわ！」

　チュウ！　レーブンのポケットから、不ふ満まんそうな声こえ。

　ふりかえると、三匹びきのオオカミ男が、空あき地ちへ入ってきます。えものの人にん間げんが、どこにも行いけないと見て、三匹びきは、ゆっくり歩あるきはじめました。さきほどまで、よつんばいで走はしっていたのが、立ちあがると山のように大きく、ふるえる子どもたちにせまってきます。

　おびえたふたりは、たがいによりそい、おたがいの手をさぐります。

「ぼく、食たべられたくないよ。ここまで来きて……。」

「うん。オオカミ男たちが今いますぐ、菜さい食しょく主しゅ義ぎ者しゃになればいいのに。」

　そう言いうとエルフは、気き絶ぜつしました。レーブンも、いっしょに気き絶ぜつするよりほかに、いいことを思おもいつかず、エルフといっしょに気き絶ぜつします。

　しかし残ざん念ねんなことに、ふたりとも、すぐに目が覚さめました。

「なんで気き絶ぜつしてる間あいだに、食たべてくれなかったんだ!!」とレーブン。

　そのとき、オオカミ男の中でも一いち番ばん大きな一匹ぴきが、一いっ歩ぽ近ちかづいてきました。

　レーブンは目を閉とじます。エルフの手をしっかりとにぎった、そのとき。

　ききなれた声こえが、しました！

「へへっ！　させるかよっ！」

　レーブンは、目を開あけ、声こえのしたほうを見ます。

　オオカミ男の背はい後ごの建たて物ものから、だれかが飛とびおり、オオカミ男の上にドスン！　オオカミ男は、ぺしゃんこに。

　オニのセドリックです！　「おそろしの森」からふたりを追おいかけてきた三匹びきのオニのうち、一いち番ばん大きいやつ。

「まあ！」とエルフ。

　続つづけてドン！　ドン！　と、ふたつの音。オニのボブとバートが、屋や根ねから飛とびおり、残のこりの二匹ひきをぺしゃんこにしました。
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「やったぜ！」と中くらいのボブ。

「楽らく勝しょうだね」と、一いち番ばん小ちいさいバート。

　セドリックは、エルフとレーブンのほうを向むきました。ふたりは、喜よろこんでいいのか、こわがったものか、わかりません。

「ええと……ありがとう！　だよね」とレーブン。

「わたしの夕ゆう飯はんを、ほかのやつにとられるわけにいかないからな！」

　セドリックは、いや～な感かんじに大おお笑わらいします。

「いいかげん、わたしたちを、夕ゆう飯はんにするのを、あきらめてくれればいいのに！」とエルフ。

「昼ひるご飯はんもね」とレーブン。

「朝あさご飯はんや、おやつもね」とエルフ。

「悪わるいね。それはムリだよ。おい、みんな、どっちを先に食たべる？」

　ボブとバートは、どっちの子を先にパクリといこうかと、やいやい言いいはじめました。セドリックが、二匹ひきの耳のところをパチンと手でたたきます。

「いいかげんにしろ！　そうやって今いままでにげられたんだぞ!!」

「ごめん、セドリック」とボブ。

「ごめん、セドリック」とバート。

「ごめん、セドリック」とレーブン。「ききたいことがあるんだけど？」

「夕ゆう飯はんのくせに、しゃべってやがる」とバート。

「だから、夕ゆう飯はんより朝ちょう食しょくにしようよ」とボブ。

「きいてもいい？」とレーブンは、もう一いち度ど言いいます。

「ぼくたちのことを、にがしてくれないかな。」

　セドリックは、大おお声ごえで笑わらいます。

「にがすだって！　ハッ、こりゃ、笑わらえる！」

「そうしなきゃダメだ。そうじゃなかったら、ゴブリン・キングが世せ界かいを支し配はいしてしまうよ！」

　セドリックは、笑わらうのをやめました。

「ゴブリン・キング……？」

「そうだよ！　言いったこと、なかった？　ぼくたち、ゴブリン・キングを見つけて、やっつけるんだ。世せ界かいを破はめつさせるのを止とめるんだ。」

　セドリックは、ボブとバートの顔かおを見ます。エルフも言いいました。

「ゴブリン・キングのことは、うわさできいたことがあるでしょう？　わたしたちが止とめない限かぎり、なにもかも、ほろぼしてしまうのよ。オニたちのことだって！」

「だから、にがしてくれないかな」とレーブン。

「ゴブリン・キングのことなら、きいたことがある……。」

　ボブとバートも、うなずきます。

「やつを見つけに行いくのか？」とセドリック。

「今いま、そう言いったばかりじゃないっ」とエルフ。

「シーッ。」

　レーブンは、エルフのわきばらを、ひじでこづきました。

　そして、セドリックに向むかって、

「そうだよ。やつのおそろしいたくらみを止とめるためにね。」

　セドリックは、大きな手をレーブンにふりました。

「どうやって？　どうやって止とめるんだ。だれも、あいつには勝かてないぞ。」

「ぼくたちなら、できる！　魔ま法ほうのアイテムを持もっているから。『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』だ。それがあれば、ゴブリン・キングをたおせるって、きいたんだ。でも、今いまは、そのふたつが　手て元もとにないんだけど……。」

　セドリックは、考かんがえこみました。ものすごく頭あたまをしぼって考かんがえて、頭ず痛つうがしそうです。

「そのふたつは、今いま、どこにあるのだ？」

「この町のどこかに。『歌うたう剣つるぎ』は、ソケット伯はく爵しゃくの城しろにあるけど、『月のなみだ』は、だれかにぬすまれた。でも、まだ遠とおくまで行いっていないはずだ。」

「見つけたら、ゴブリン・キングをたおしに行いくんだな？」

　エルフは、うなずきます。

「そうよ！　でも、どこにいるのか、わからないけど……。」

「かんたん。オニなら、みんな知しってるよ。あいつは『さいごの洞どうくつ』にいるんだ」とボブ。

「さいごの洞どうくつ!?」とふたり。

　ついに、ゴブリン・キングの居い場ば所しょがわかったのです！

「やったわ！」

　すると、レーブンは、エルフを見ました。

「『楽たのしい洞どうくつ』とか、そういう名な前まえじゃないんだね。行いったら最さい後ご、命いのちがないってことかな……。」

　セドリックは、ものすごーく、つらそうな顔かおをして、エルフとレーブンにゆっくり言いいました。

「考かんがえたんだが……、取とり引ひきといこうじゃないか。」

「取とり引ひき？」とレーブン。

「そうだ。おまえたちを食たべないかわりに……、」

「食たべないの!?」とオニのバート。

「シッ。食たべないと約やく束そくするし、『さいごの洞どうくつ』まで、ついていってやる。もし、ゴブリン・キングをやっつけてくれるなら、な。」

「えっ！　食たべないって約やく束そくしてくれるの!?」

「ああ。ただしゴブリン・キングのことが、かたづくまでだぞ。」

「なんですって！」とエルフ。

「取とり引ひきするかい？」とセドリック。

「するよ！」とレーブン。エルフは、思おもわず「いやよ！」と言いいましたが、もうおそかったのです。取とり引ひきは、成せい立りつしたのでした。
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「なんで取とり引ひきするって言いったの？」とエルフ。

「ゴブリン・キングをやっつけさえすれば、ぼくたちのことは、かまわないから。」

　そう言いってレーブンは、頭あたまについた羽は根ねを取とって、ポーズ。

「かまうわよっ！　なにかっこつけてるのよ！」

とエルフが言いうと、ラットくんもチュウ！　と賛さん成せいしました。

「とにかく、『さいごの洞どうくつ』までいっしょに旅たびをすれば、仲なかよしになって、ぼくたちのことを食たべようなんて夢ゆめにも思おもわなくなるよ。」

　ボブは、バートのわきばらをこづきます。

「夢ゆめっていいな。パクパク食たべる夢ゆめだろ？」

　バートが、くすくす笑わらいました。

　エルフが、「ううう」とうめきます。

「レーブン、あなたってば、世せ界かい一いちの……。」

と言いいかけて、最さい後ごまで言いえませんでした。

　六匹ぴきのオオカミ男が空あき地ちへ入ってきて、よだれをたらしながら、おそろしい歯はをむきだしにしたのです！

　エルフは悲ひ鳴めいをあげ、レーブンも息いきを飲のみました。しかし、なんということでしょう、セドリック、ボブ、バートは、おそろしい魔ま物ものたちに、まるでつむじ風かぜのように飛とびかかったではありませんか。
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　オオカミ男二匹ひきは、一いっ歩ぽも進すすまないうちに、頭あたまをオニたちのげんこつでゴツン！　三匹びき目めは、後うしろから、ものすごい力でけとばされ、空あき地ちを飛とびこえ、屋や根ねの上へ！　あとの三匹びきは、オニにかまれた歯は型がたをたくさんつけて、キャンキャン言いいながらにげていきます。

「よくやった、おまえら。」

　歯はのすきまにひっかかったオオカミの毛を取とりながら、セドリックが言いいました。

　レーブンは、エルフに、

「見ただろ？　そんなに悪わるい取とり引ひきでもないよ。」

　エルフは、まだ、疑うたがわしそうな顔かお。

「オニさん？」

と、ききます。

　セドリックはふりかえって、エルフににっこり。

「なんだい、小さなお嬢じょうちゃん、ああ、セドリックと呼よんでかまわんよ。」

「ええと、セドリック。わたしたちを食たべないって約やく束そくしたのよね。」

「そうだよ。」

「どうして？　どうして、そこまでして、ついてきてくれるの？　まさか、急きゅうに世せ界かいを救すくいたくなったってわけ？」

「ふん、世せ界かいを救すくいたいわけじゃない。ぐうぜんだが、ゴブリン・キングは、わたしたちがほしいものを持もっているんだ。」

「というと？」

「それは、ひ・み・つ。ただし、わたしたちは、それがほしいんだが、わたしたちで、やつを殺ころすことができないんだ。とにかく強つよすぎるからね。しかし、おまえたちが、たおす方ほう法ほうを知しっているなら、まるっきりかんたんになるだろ？」

　セドリックはウインクします。

「なるほど……って、いいのかな」とエルフ。

　レーブンがうなずきました。

「もちろん、いいさ。だけど、オニさんたち、手て伝つだってくれよ。剣つるぎを取とりかえさなきゃならないし、『月のなみだ』も見つけなくちゃ。」

「わかった。ま、少すくなくとも、ゴブリン・キングが死しぬまではな。そのあとは、わたしたちの『ご飯はん』だ！」とセドリック。

　エルフの笑顔えがおが、くもりました。

「わかった」とレーブン。

「もおっ、レーブンってば！」

「さて、まず最さい初しょにやることは、城しろにもどって『歌うたう剣つるぎ』を取とりかえすことだ。」

「『歌うたう剣つるぎ』って、なんだ、そりゃ」とセドリック。

「あら、あなたたち、きっと気に入るわよ。」

　エルフが、言いいました。

「城しろか……。この子こ犬いぬちゃんたちを華か麗れいにかたづけてからだな。行いくぜ！」とセドリック。

　ボブとバートが、ニヤリ。

　レーブンが、

「子こ犬いぬちゃんたち？　オオカミ男のこと？」

と言いいましたが、セドリックもボブもバートも、きいていません。

　オニたちは、すでに空あき地ちを出て、オオカミ男がうようよしている「くらやみの町」の通とおりへ走はしっていったのです。

「行いくぞ、オオカミ食たべ放ほう題だいタイムだ」とセドリック。

　エルフは、レーブンの顔かおを見ました。

「これでよかったのかなあ？」

「行いこうよ。置おいてきぼりになりたくないだろ。」

「そうなの？」

「そうだよ。オニたちが味み方かたについたなら、いっしょにいるほうが安あん全ぜんさ。それとも、オオカミ男に食たべられたい？」

　エルフは、ぶんぶん首くびをふりました。

　でも、いつまでオニたちを信しんじていられるでしょう。オニがおなかを空すかせたら、取とり引ひきしたことをわすれてしまうのでは……？
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　エルフとレーブンは、オニたちを追おいかけました。オニたちは、楽たのしそうにオオカミ男を追おいかけ、ポコンとなぐったり、食たべたくなると、カプッとかみついたりしています。

　町をかけぬけている間あいだ、ふたりは、オオカミ男だけでなく、半はん分ぶんはオニのことも気をつけないといけなくなりました。セドリック、ボブ、バートは、町の人にも、かぶりつこうするからです。

「町の人を、食たべちゃダメ！」

　エルフが強つよく言いいます。

「ええ～っ！　この子の言いうとおりにしなきゃダメ!?」と小ちいさいバート。

「ダメだ。いちおう、取とり引ひきしたからな」と大きなセドリック。

　ボブも「ちぇっ」と不ふ満まんそうですが、セドリックが頭あたまをポンッとたたいて、だまらせます。

「ゴブリン・キングが優ゆう先せんだ。わすれたか。」

　そうきくと、ボブも、また仕し事ごとにもどって、オオカミ男を追おいかけはじめました。

「すっかり変へんなことになってるねえ」とレーブン。

「何なにが？」とエルフ。

「何なん日にちか前まえのぼくたちに、『人ひと食くいオオカミ男』から、ぼくたちを助たすけてくれるのは、あのオニたちだって言いっても、信しんじられなかっただろ？」

　エルフは、うなずきます。

「変へんなのは、それだけじゃないけどね。」

「というと？」

　気き絶ぜつしているオオカミ男を飛とびこえながら、レーブンがききます。
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「さっき、城しろであったことよ。変へんな名な前まえの男の人がいたでしょ。クリンサーだっけ？」

「うん。そうそう、ぼくも何なんだろうと思おもってたんだよね。『予よ言げん』ってどういう意い味み？」

「レーブン、超ちょうスーパー頭あたまが良よくても、わからないの？」

「今いまは、頭あたまが動うごきたくないみたい。」

「予よ言げんっていうのはね、未み来らいに起おこることを教おしえてくれることなの」とエルフ。

「えっ？　まだ起おきてないのに!?」

「そうよ、そうじゃなかったら未み来らいじゃないでしょ。なんて言いっていたっけ？　あの予よ言げん。」

「わすれちゃった」とレーブン。

「ほんとは、覚おぼえてるくせに。思おもいだした、こうよ。
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「もう一回かい言いってくれて、ありがとう。でもさ、ぜんぜん意い味みがわからないよ。『かしこいおバカ』って、だれだよ。」

「もうっ、レーブンのことでしょ。」とエルフ。

　しかし、レーブンは確かく信しんが持もてず、首くびをふると、もう城しろの近ちかくにいるオニたちに追おいつこうと、少すこしスピードを上げたのでした。
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　オニたちが人にん間げんに味み方かたして、魔ま物ものから守まもってくれているとわかり、町の人たちが、大おお勢ぜい加くわわりました。

「今いまこそ、ちゃんと町を守まもるよう、城しろへうったえに行いこう！」

　すぐに、人の群むれは大きくなり、お城しろの門もんに到とう着ちゃくしました。オオカミ男たちは、あたりにいません。オニが全ぜん部ぶやっつけたようです。

　セドリック、ボブ、バートは、民みん衆しゅうの先せん頭とうに立ち、城じょう門もんを手でたたきました。レーブンがさけびます。

「気をつけて、足あし元もとに落おとし穴あなが……。」

　おそかった！

　ぐはっと大きな声こえがして、三匹びきのオニは、ヒュッと姿すがたを消けし、下の暗くらい穴あなへのみこまれていきました。さっきエルフとレーブンが落おちたのと、同おなじです。

　意い気き揚よう々ようとしていた民みん衆しゅうは、シーン。

　はるか下から、ドスンという音が三つ、きこえました。

　それから静しずかになったかと思おもうと、バリバリと、ものすごく大きな音。オニたちが、下で、木の大きなドアをやぶっているのです。

　城しろの中から、ドシン、ガチャン、……ギャーッ、ウワーッ！

　そして、最さい後ごに、耳をつんざくような大きな音がして、エルフとレーブンの目の前まえの門もんが開ひらき、はね橋ばしが落おとし穴あなの上に、しずしずと降おりてきました。

　セドリックが、顔かおを出します。

「入ってきな。早く。新あら手てが来きたぞ。」

　あごをしゃくって、町の人たちの背はい後ごをさします。なんと、やっつけたと思おもったオオカミ男の群むれが、その後うしろから、猛もうスピードでやってきたのです！

　レーブンは、悲ひ鳴めいをあげました。みんなも、悲ひ鳴めいをあげ、門もんの中へとにげこみます。

「門もんを閉しめて！」

　町の人の最さい後ごのひとりが入ったのを確かく認にんして、エルフがさけびます。

　ボブとバートが門もんをバタン！　その外そとで、オオカミ男が門もんにドン！　ガリガリ。ツメで引ひっかいています。

「入ってくるかな？」とエルフ。

「入れませんように！　明あけ方がたまで、持もちこたえればいいんだけど」とレーブン。

「そうね！　そうだ、それで思おもいだした！　魔ま物ものが毎まい晩ばん、町へ入ってくるのは、どうしてか、ソケット伯はく爵しゃくに、教おしえてあげなくちゃ！」

「うん。町ちょう長ちょうのことだね！　ひどいやつだ。」

「ひどいやつ？　わたし、頭あたまの中で、もっとすごい悪わる口くち言いってたわ。」

「へへ。ぼくのほうが、きみより、人がいいからね！」

　エルフとレーブンは、城しろの中へ向むかいました。止とめようとする家け来らいたちを、オニがポンポン投なげとばしていきます。「くらやみの町」の善ぜん良りょうな人たちも、あとからついてきて、城しろの豪ごう華かさに、「ああ」とか「おお」とか、ため息いきをもらしました。
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　広ひろ間まになだれこんだ一いち同どうのようすは、たいした見ものでした。ソケット伯はく爵しゃくは、まるで大きなふり子時ど計けいを飲のみこんだような顔かおをしていましたから。

「おまえたち、よくも……！」

と声こえをあげましたが、「くらやみの町」の人ひと々びとは、それ以い上じょうきく気き分ぶんではありません。

「伯はく爵しゃくこそ、よくも……！」

「わたしたちを、見はなして！」

「毎まい晩ばん、魔ま物ものにおそわれてるのに、何なにもしないで！」

　ソケット伯はく爵しゃくは、言いいかえそうとしましたが、なんにもなりません。すぐに、家け来らいたちは数かずであっとうされます。小さいオニのバートが王おう座ざに座すわると、メキメキと王おう座ざがこわれ、ソケット伯はく爵しゃくは小さな女の子のように、わっと泣なきました。
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「ところで……」

　エルフは、泣ないているソケット伯はく爵しゃくの前まえで、両りょう手てを腰こしにあてて立ちます。

「どうしてゾンビやほかの魔ま物ものが、町に入って来くるのか、わかったわよ。」

　ソケット伯はく爵しゃくがエルフを見上げます。

「わかった……？」

「ええ。だから、そんなに泣なくのをやめなさいよ。せっかくカッコいいのに。」

　ソケット伯はく爵しゃくは、指ゆび先さきでほほをぬぐいます。

「なんだったんだい？」

「町ちょう長ちょうだよ！　町ちょう長ちょうが毎まい晩ばん、こっそり町を守まもる門もんを開あけていたんだ」とレーブン。

「町ちょう長ちょうが？　そんなバカな！」

「わたしたち、この目で見たの。今こん夜やも、オオカミ男を招まねきいれたのよ。」

「町ちょう長ちょうが……。見たのか？」

「見たって言いってるでしょ。町ちょう長ちょうと話はなしをしたほうがいいわよ。」

　ソケット伯はく爵しゃくは、急きゅうに、持もちまえのえらそうな声こえで、

「話はなし？　いや、死し刑けいにしてやる！」

とさけびます。レーブンが言いいました。

「まず、町ちょう長ちょうをさがさなきゃ。町まち中じゅうの人がここに来きてるようだけど、町ちょう長ちょうだけ、いない。」

「でも、なんで町ちょう長ちょうは毎まい晩ばん、魔ま物ものを招まねきいれたのかしら。自じ分ぶんだって、こわくなかったのかな」とエルフ。

「考かんがえられるのは……、町ちょう長ちょうはゴブリン・キングの仲なか間まだってことか!?」

とレーブンが言いうと、みんなも、ピンときました。

「そういうことか！　あの悪あく党とう！　おのれ、もう一回かい死し刑けいにしてやる！」

　そのとき、窓まどのそばに立って、城しろの下の通とおりを見ていたバートが「おやっ!?」と言いいました。

「どうしたんだ？」とセドリック。

「あそこを見てくれ」とバート。

「今いまは、ダメだ」とセドリック。

「そう？　でも、兄にいさんだったら、下で起おきてることを見たいんじゃないかな。」

　バートが見たのは、本ほん当とうにおそろしい光こう景けいでした。

　通とおりに、新あたらしいオオカミ男がいたのです。今いままでのやつより、うんと大きくて、強つよそう。一いち番ばん大きなオニのセドリックよりも背せが高たかく、とても凶きょう暴ぼうで、おまけにおなかを空すかせているようです。

　そのオオカミ男が、城じょう門もんに向むかって飛とびあがります。ドンとぶつかって、後うしろへたおれました。

「オオカミ男の王おうみたいだね。ぼくたち全ぜん員いんを食たべようとしてるみたい」とボブ。

「まず、ここに入ってこなきゃ。」

　そのとき、バリバリと大きな音が！　オオカミ男が城じょう門もんに飛とびかかり、木こっ端ぱみじんにこわしたのです。

　オオ[image: ]ンと遠とおぼえ。エルフとレーブンは、ふたりを何なん日にちも追おいかけてきた三匹びきのオニが、おびえるのを目まの当あたりにします。レーブンが、息いきを飲のんで、言いいました。

「やばいな。セドリック、あの大きなワンちゃんより、きみのほうが強つよいだろ。」

　セドリックは、レーブンの顔かおを見ます。

「ふざけるな。あの大きさが見えないのか。」

「わたしたち、どうしたらいいの？」とエルフ。

「にげろ！」とセドリック。

「泣なけ！」とボブ。

　巨きょ大だいなオオカミ男は、王おう座ざの間まに飛とびこんできて、キキーッと止とまります。だれを最さい初しょに食たべるか、考かんがえているようです。

　みんな悲ひ鳴めいをあげて、かたまりました。

　しかし、エルフとレーブンは、ちがいます。

「行いくわよ、レーブン！　やってみなきゃ！」

　エルフは、王おう座ざの後うしろへ走はしり、ドアを開あけました。その部へ屋やには、さきほどふたりが見たように、エルフの弓ゆみと「歌うたう剣つるぎ」があるはず！
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「まだあった、よかった。」

とエルフはつぶやき、弓ゆみをつかみます。レーブンは剣つるぎを手に取とりました。

「これでゴブリン・キングをたおす？　そんなバナナ。」

と、レーブンは思おもわず言いい、エルフのあとから広ひろ間まへ走はしります。

　すでにエルフは、巨きょ大だいなオオカミ男へ魔ま法ほうの弓ゆみを引ひいていました。

　なんども、なんども、エルフは弓ゆみを射います。

　しかし、弓ゆみから出るのは、なんの役やくにも立たないものばかり。植うえ木き鉢ばちの花（植うえ木き鉢ばちあり）、ゼリー（器うつわなし）、びっくりしているイタチ、ハチミツ作づくりの本。

　オオカミ男は、最さい初しょおもしろがっていました。しかし、ついにイラッときたのか、エルフに飛とびかかろうとしました！

　そのとき、クリンサーがみんなの前まえへ出てきて、エルフの耳に、何なにごとかを、ささやきます。

　次つぎの瞬しゅん間かん、エルフがヒュッと弓ゆみを射いると、なんと、ゾウの赤ちゃんくらいある、大きな火の玉たまが出ました。







[image: ]









　オオカミ男に命めい中ちゅう！　火がついた魔ま物ものは、悲ひ鳴めいをあげながら、ごろごろまわります。

　レーブンが「やった！」とガッツポーズ。オオカミ男は、そのまま窓まどから外そとへ、はるか下の舗ほ道どうにドシーンと落おちました。

　みんな窓まどへかけよります。オオカミ男はまだ生いきていますが、町からよろよろとにげだしました。しっぽからプスプスけむりがあがっています。

「エルフ、やったね！　すごいや。」

　レーブンは、うれしそうに言いいました。

「イエーイ！」とセドリック、ボブ、バートが同どう時じに言いいます。

　エルフは、まだ、ぼうぜん……。クリンサーに向むかって言いいました。

「あなたが、やったのよ。わたしじゃないわ。」

「いやいや、きみが自じ分ぶんでやったのじゃ。わしがしたのは、ただ、弓ゆみをほんの少すこし……、そのう……、役やくに立つように、アドバイスしただけ。」

　レーブンがおどろきました。

「えっ！　魔ま法ほうの弓ゆみを使つかう秘ひ密みつを教おしえてくれたの？　うわー、なにそれ？　教おしえてよ。」

「わはは！　シー、エルフや、だまっているんだよ。言いったら秘ひ密みつではなくなってしまうからね。さて、エルフはもう、弓ゆみの使つかい方かたがわかっている。そこが大だい事じなんじゃないかね。」

「あ、ぼく、ききたい！　……でも、わかりました。別べつにいいや。エルフが魔ま法ほうの弓ゆみを使つかえるようになったんだから。」

「それから、きみのほうは、と。なにをするか、わかってるのかな。『かしこいおバカ』よ。」

「どうして、ぼくのこと、そんなふうに呼よぶんですか。」

「きみが、『かしこいおバカ』だからだよ。当あたってるじゃろ？」

「ひどいや！」

　レーブンは、むっとします。

「ちっとも、そんなことはない。きみは、英えい雄ゆうなんだから。」

「ぼくが？」

　クリンサーは、予よ言げんを、もう一いち度ど言いいました。
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「おそれを知しらぬって……、ぼく、こわくてたまらないのに！」

　つい、レーブンの口から本ほん音ねがもれます。

「そのままで、いいんだよ。剣つるぎをだまらせることができるのは、きみだけだ。きみこそが、この剣つるぎの真しんの持もち主ぬしじゃ。わしらみんなを、ゴブリン・キングの魔まの手てから救すくう運うん命めいなのだ。」

「ぼくが？」

　そう言いうと、レーブンは、しばらくぶりに、あのセリフをさけびます。

「ひええええ！」

　そして、城しろのじゅうたんの上に気き絶ぜつしたのでした。
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　鼻はなを、なにかにペロペロされて、レーブンは目を覚さましました。

「わっ！」

　見ると、ラットくんです。レーブンは、座すわりました。

「あれ？」

　というのも、「くらやみの町」の人ひと々びとみんなに囲かこまれているからです。ソケット伯はく爵しゃくから、小ちいさな子どもまで。みんな、レーブンを、じっと見つめています。

　ソケット伯はく爵しゃくは、口を開ひらきました。

「話はなしはきいた。ゴブリン・キングをたおしに旅たびをしてるって。きみの友ともだちの、耳のとがった子が話はなしてくれたよ。」

「エルフが？」

　エルフは、こくりと、うなずきます。ソケット伯はく爵しゃくが続つづけました。

「うん。それに、クリンサーが予よ言げんの説せつ明めいをしてくれた。かしこいおバカさんが、悪あくのゴブリン・キングから、わたしたちを救すくってくれるって。」

「そうなの？」

「そうなんだ。だから、伯はく爵しゃくとして宣せん言げんする。きみを、『ゴブリン・キングとうばつ隊たい』の隊たい長ちょうに任にん命めいする。」

「ええっ？」

「そう決きめたぞ」とソケット伯はく爵しゃく。

「もう、気き絶ぜつしちゃダメよ。気き絶ぜつしていたら、だれも助たすけられないんだから」とエルフ。

「ぼくが助たすかる……。気き絶ぜつしたら、こんな変へんな話はなしはきかなくてすむもんな。」

「何なによ！　あんなにかっこつけてたじゃない。自じ分ぶんたちはどうなってもかまわない、とか言いって。」

「だ、だって、予よ言げんとか、英えい雄ゆうとか、運うん命めいとか、そんなの、なんだか大げさすぎだよ！　自じ分ぶんのことじゃないみたい！」
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　ソケット伯はく爵しゃくが言いいました。

「さあ、もう十分だ！　きみが隊たい長ちょう。わたしも、できるかぎり、協きょう力りょくする。」

「どういうふうに？　ぼくを、ふるさとへ帰かえしてくれるの？」

「それ以い外がいなら、なんでもするよ。」

　レーブンは、ため息いきをつきました。みんなの顔かおをじっと見て、それから立ちあがります。

「じゃあ、……わかった。」

　それは、歴れき史し上じょうまったく感かん動どう的てきでもなんでもないスピーチでしたが、みんな、わっと歓かん声せいをあげました。

「まず、何なにからはじめる？」とセドリック。

「それなら、かんたん。『月のなみだ』と魔ま法ほうのじゅうたんをさがすんだ。」

「どうやって？」とボブ。

「それも、かんたん。町の人がみんな……だいたい全ぜん員いん、ここに来きてるだろ。町にいたオオカミ男も追おいはらったし、全ぜん員いんで手て分わけして、小さなガラスのビンと、しゃべるじゅうたんをさがせばいいんだ。いい？」

「わかった！」とエルフ。

「それに、全ぜん員いんって言いったのは、ほんとうに全ぜん員いんだよ。ぼくが『責せき任にん者しゃ』だからね！」

と言いって、レーブンはソケット伯はく爵しゃくを見ます。

　ソケット伯はく爵しゃくは、あまりうれしそうではない顔かお。でも、ため息いきをついて、肩かたをすくめると言いいました。

「わかった、やろう。さあ、みんな、はじめよう！」

　そして、みんなが、動うごきました。
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　ソケット伯はく爵しゃくは『月のなみだ』も、じゅうたんもぬすんでいないと言いいましたが、それでも、みんなで、城しろのすみずみまでさがしました。

　それから、町を探たん索さくです。レーブンは、みんなをふたりか三人のグループに分わけました。

「時じ間かんかかるんじゃないかなあ」とエルフ。

「もっといい考かんがえ、ある？」とレーブン。

「考かんがえっていうか……、直ちょっ感かんだけど。」

「直ちょっ感かん？」

とレーブンはききましたが、エルフはソケット伯はく爵しゃくに話はなしかけます。

「伯はく爵しゃく、町ちょう長ちょうがどうしているか調しらべたほうがいいと思おもいませんか。」

　ソケット伯はく爵しゃくが身みを乗のりだしました。

「たしかに……。そのとおりだ。もし、町ちょう長ちょうがきみたちの言いうとおりだったら……オニのみなさん！」

　ソケット伯はく爵しゃくは、三匹びきのオニに手をふりました。オニは、やる気き満まん々まんでやってきて、六人（三人と三匹びき）は、町の中をくねくね歩あるいて、町ちょう長ちょうの家いえへ向むかいました。

　夜よるの闇やみがだんだんとうすくなり、「くらやみの町」の屋や根ねの連つらなりがぼんやり見えはじめます。

　すぐに、町ちょう長ちょうの家いえの玄げん関かんに着つきました。

　オニのセドリックが、ドアをたたこうとしたとき、エルフが人さし指ゆびを口にあてて、シーッと首くびをふります。

「もっとかしこくやりましょう。」

と小こ声ごえで言いって、ぬき足さし足、窓まどへ。エルフのとがった耳を窓まどにおしつけます。

「中にだれか、いるわ。少すくなくともふたり。けんかしているみたい。」

「なるほど。」

　セドリックが言いい、ドガーンとドアをけりあけます。

　エルフは、ため息いき。

　オニたちは、大おお声ごえをあげて、家いえになだれこみます。一階かいは、だれもいません。二階かいへ！

　二階かいにも、その上の階かいも、だれもいません。しかし、ケンカをしている声こえがどこかからきこえます。

「シ[image: ]ッ」とエルフ。みんな、だまり、エルフがきき耳を立てます。

と、エルフは、顔かおをあげ、天てん井じょうを指ゆびさしました。

「屋や根ねの上よ！」

　エルフの言いうとおりです。

　六人は、はしごをよじのぼり、屋や根ねの上へ出ます。（昨さく夜やエルフたちがあけた穴あなは、きれいに直なおされていました。）そこでは、町ちょう長ちょうが、魔ま法ほうのじゅうたんの上に立っていました。手には、小さなガラスのビン。町ちょう長ちょうの目の前まえにソーナが出ていて、はげしく言いいあらそっています。

「だから、『ここから飛とびたて』って、命めい令れいしてるだろ！」と町ちょう長ちょう。
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　ソーナは、腰こしに手をあてて、カンカンにおこっています。

「乗じょう客きゃくの方かたには、パイロットや乗のり組くみ員いん、スタッフに敬けい意いをはらっていただきませんと、運うん行こうはいたしませんっ！」

「ただの、じゅうたんのくせに！　空そら飛とぶじゅうたんだって、じゅうたんはじゅうたんだ。」

「夜や間かん飛ひ行こうには、それなりの手て続つづきをふまなければ、いけませんのっ。それに、そんな口をきくお客きゃく様さまには、警けい察さつを呼よびますわよっ！」

「なんだとぉ～。おい、今いま飛とぶんだ、飛とばないとふさに火をつけるぞ！」

　町ちょう長ちょうは、ポケットからマッチ箱ばこを取とりだすと、マッチに火をつけ、じゅうたんのはじのふさをつまみました。

「やめろ！　やめないか！」とソケット伯はく爵しゃく。

「キャーッ！　わかったわ。飛とびます。わたしを燃もやさないで！」

　じゅうたんは、空中へ飛とびあがり、夜よ空ぞらを飛とんでいきます。

「エルフ、急いそいで！　つかまえるんだ！」とレーブン。

　エルフは弓ゆみを構かまえ、ねらいをつけました。

　じゅうたんは、もう遠とおくへ飛とんでいますが、ソーナをおどしている、マッチのかすかな明あかりは見えます。

「この距きょ離りじゃ当あたらないか！」とレーブン。

「シーッ！　集しゅう中ちゅうしてるんだから、だまってて！」とエルフ。

　じりじりと時じ間かんがすぎ、じゅうたんはますます小さくなります。と、エルフのうでに矢やの形かたちのあざが光ひかりはじめました。そして……、ヒュッ！　エルフが魔ま法ほうの弓ゆみを射います。

　魔ま法ほうの光ひかる弦つるにあらわれたのは、矢やではありません。水みずです。夜よ明あけの空にザバーッと、じゅうたんめがけて、水が噴ふん射しゃされたのです。

　はるか向むこうの、かすかなマッチの火が消きえ、水をかぶった町ちょう長ちょうが、

「ぐふっ！」

　じゅうたんのソーナは、くるっと回まわって、もどってきます。自じ分ぶんをおどかすものがなくなったので、無ぶ事じ、屋や根ねの上に着ちゃく地ち。

　町ちょう長ちょうは、ほかのマッチをつけようとしますが、マッチも水をかぶったので火がつきません。

「お客きゃくさん！　もう、ひどい迷めい惑わくだわ。さっさと、この子たちに、お水のビンを返かえして、じゅうたんからおりてちょうだいっ！」

「ソーナ！　ありがとう！」と、エルフとレーブン。
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　お祝いわいは、次つぎの日の朝あさまで続つづき、太たい陽ようがのぼっているときだけ、三匹びきのオニは、人にん間げんの姿すがたにもどりました。

　ソケット伯はく爵しゃくは、ゴブリン・キングの魔ま物ものが、再ふたたび門もんをこえてくる場ば合あいにそなえて、町ちょう民みんに、城しろにとまる許きょ可かを出しました。

「もう、そんなことは起おきないけどね。きみたちふたりのおかげだよ。」

　ソケット伯はく爵しゃくは、エルフとレーブンに言いいました。

　そして、町ちょう長ちょうが白はく状じょうしました。実じつは、エルフとレーブンが、空そら飛とぶじゅうたんでおりてきたところを目もく撃げきしていたのです。『月のなみだ』は貴き重ちょうそうだったし、じゅうたんは、すごくお金になりそうだったから、ぬすんだのだと。

　それから、ゴブリン・キングの魔ま法ほうにかけられていたので、毎まい晩ばん、町の門もんを開あけていたのだ、と言いいました。

「ゴブリン・キングに直ちょく接せつ、会あったことはあるの？」

と、レーブンがおそるおそるききました。

「いいや。おれの夢ゆめの中にゴブリン・キングが現あらわれたのだ。言いわれたとおりにしないと、おそろしい目にあわせると言いったんだ。」

　レーブンは、まゆをひそめ、ソケット伯はく爵しゃくに言いいました。

「そんなすごい魔ま法ほうが使つかえるゴブリン・キングを、どうやって止とめられるんだろう。」

「だからこそ、きみがゴブリン・キングをたおす旅たびに、できるだけ早く出しゅっ発ぱつするのだ！」

「そう言いわれると、ちょっとこわいな、ぼく」とレーブン。

　レーブンとエルフは、まず、一日休やすむことにしました。好すきなものを食たべて、ねむり、全ぜん部ぶソケット伯はく爵しゃくにお金を出してもらいました。

　次つぎの日の朝あさ、ふたりは、出しゅっ発ぱつすることにしました。みんな、広ひろ間まに集あつまります。ソケット伯はく爵しゃく、クリンサー、オニのセドリック、ボブ、バート、お城しろにとまっている、大おお勢ぜいの町の人たち。その中には、ホラー・ホテルのティムもいます。

「必ひつ要ようなものは、すべてそろった。『歌うたう剣つるぎ』も手に入れたし」とレーブン。

「そうね。レーブン、わたしのそばでは剣つるぎから手をはなさないって約やく束そくしてね。」

「ねてるときだって、はなさないよ。さて、『歌うたう剣つるぎ』は、ある。『月のなみだ』も、ある。ぼくらの旅たびの最さい終しゅう章しょうに向むかって、そろそろ出しゅっ発ぱつするときだ。」

　レーブンは、そのあと「ゴブリン・キングをたおす」とは、あえて言いいませんでした。それを言いうのが、こわかったのです。

　エルフは、レーブンの肩かたに手を置おきました。

「レーブンのこと、信しんじてる。」

「わしもじゃ」とクリンサー。

　ソケット伯はく爵しゃくは、何なにか考かんがえこんでいます。

「きみたちには、チームワークが必ひつ要ようだと思おもうんだが。」

「エルフとぼくは、いいチームですよ。」

「ふむ。そうなんだが、うちの魔ま法ほう使つかいを旅たびに連つれていったら、助たすけになると思おもうんだ。クリンサー、どう思おもう？」

　クリンサーは、おびえた顔かおをしました。ソケット伯はく爵しゃくを見つめ、深ふかいため息いきをついて、うなずきました。

「だれが永えい遠えんに生きたいものか」とクリンサー。

「そうきくと、こわくなくなるわ。」

　エルフは、まるで本ほん当とうにそう思おもっているかのように言いいました。

「わたしたちも、行いくからな！　わすれるな。」とオニのセドリック。

　すると、レーブンが、

「おこりっぽい、じゅうたんもいるしね。おかげで、すぐに、にげられるよ。」

「にげられれば、ね」

　エルフがつぶやきます。

「シーッ。これで、七人かな。ぼく、エルフ、オニのセドリック、ボブ、バート、じゅうたんのソーナ、そしてクリンサー。」

　チュウ！　ラットくんが、ひときわ大きな声こえで鳴なきました。

「ごめん、八人だ。ラットくんも入れなきゃ。」

「八では、足りんな」とクリンサー。

「え？　なんで？」とエルフ。

「八は、魔ま法ほうの数すう字じではないんじゃよ。九なら、魔ま法ほうの数すう字じだ。旅たび人びとが九人なら、この冒ぼう険けんの旅たびも、成せい功こうするじゃろう。」

「そうなの？」とレーブン。

「わしの予よ言げんでは、な。もうひとり、いっしょに来くる者ものを、きみが選えらぶのじゃ。」

　レーブンは、ゴクリとつばを飲のみ、広ひろ間まを見み直なおします。ほかに選えらびようがありません。レーブンは手をあげ、ソケット伯はく爵しゃくを指ゆびさしました。

「来くるのは、あなたです。」

「ちょ、待まってくれ……。」

とソケット伯はく爵しゃくが言いいかけると、クリンサーがだまらせます。

「この少しょう年ねんが、責せき任にん者しゃだ。伯はく爵しゃく、自じ分ぶんで、そう言いったではないか。」

「だって……。」

「だって、じゃない！　九人必ひつ要ようなのだ。予よ言げんがそう示しめしている。」

「予よ言げんだって？　このあいだの予よ言げんでは、九なんて言いってなかったじゃないか。」

「はて。予よ言げんの続つづきを言いわせてくれればよかったのにのう。」

と言いったあとで、クリンサーはニコッと笑わらいました。顔かおいっぱいにひろがる笑顔えがお。
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「さあ、これで九人の旅たび人びとがそろった。これから、ゴブリン・キングと戦たたかいに行いくぞ！　世せ界かいを救すくい、平へい和わと健けん康こうをとりもどすのじゃ！」

　そう言いって、ウインク♪

「ここで、みんな、ワーッと言いうところじゃ。」

　そこで、みんな、ワーッと言いいました。そして、みんなの歓かん声せいがあがるなか、九人は城しろの門もんから出て、ソーナは自じ分ぶんのじゅうたんに、仲なか間またちを乗のせます。

「ゴブリン・キングめ、待まってろよ！」とレーブン。

　エルフが、小こ声ごえでくすくす笑わらいました。

「なに？」とレーブン。

「だって、おかしいんだもの。」

　そう言いって、いかにもおもしろそうに、笑わらっています。

「どうしたの？」とレーブンがききます。

「ごめんっ。だって、このメンバーを見てよ。オニが三匹びき、ふしぎな魔ま法ほう使つかい、おくびょうな伯はく爵しゃく、チーズ好ずきネズミ、レーブンとわたし。」

　レーブンは、目をぱちくり。

「エルフ、口うるさいじゅうたんを、わすれてるよ。」

　エルフのくすくす笑わらいは、大おお笑わらいになりました。おなかをかかえて笑わらうので、じゅうたんから落おちるんじゃないかとレーブンは思おもいました。

　しかし、エルフは落おちず、レーブンもエルフといっしょに笑わらいました。ふたりは、ねっころがって、息いきもできないくらい。ほかのみんなは、何なに事ごとだろうと見ています。

　ラットくんがチュウ！　いつも、ふたりはこんな感かんじだよ、と伝つたえようとしましたが、だれもわからないので、ラットくんはレーブンに飛とびのって、小さなツメでレーブンをくすぐり、もっと笑わらわせました。

　ソーナは、乗じょう客きゃくにおとなしくするよう注ちゅう意いするのをあきらめました。そして、一いっ行こうは、地ち平へい線せんのかなたへ、「さいごの洞どうくつ」を目め指ざします。

　ゴブリン・キングとの、最さい後ごの戦たたかいへ！
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中なか野の　聖ひじり　　　　　　






　妖よう精せいではないと言いいはっている女の子エルフと、髪かみの毛けに羽は根ねがついているカラスみたいな男の子レーブンが世せ界かいを救すくう旅たびに出る異い世せ界かいファンタジー「エルフとレーブンのふしぎな冒ぼう険けん」シリーズ第だい五巻かんをお届とどけします。このふたり、正しょう体たいはなんなのだろうと思おもいながら訳やくしています。もちろん、ふつうの人にん間げんかもしれませんが、やっぱり妖よう精せいと鳥とりの精せい（？）なのでしょうか。特とくにエルフは、耳がとがっていて魔ま法ほうの弓ゆみが使つかえるし、レーブンに正しょう体たいを見ぬかれて、「ちがう！」と言いいはっているけれど、本ほん当とうはやっぱり妖よう精せいなのかもしれません。妖よう精せいは、人に見つかってはいけない、かくれて暮くらしているものなので、否ひ定ていするところが、かえってあやしい。そうすると、自じ分ぶんの本ほん当とうの名な前まえがきらいなこのふたりは、出で会あった瞬しゅん間かん、相あい手ての本ほん質しつを見ぬいて、「エルフ（妖よう精せい）」「レーブン（カラス）」と呼よびあうようになった……本ほん当とうの自じ分ぶんを見てくれる、運うん命めいの相あい手てなのかもしれません。ああ、もう、あなたたち、つきあっちゃいなさいよ、と思おもいながら訳やくしています。ふたりの正しょう体たいについては、人にん間げんのようでもあり、そうではないようでもあり、どちらにもとれるように、著ちょ者しゃがそういう「遊あそび」をしかけています。どちらと受うけとるかは、読どく者しゃのみなさんの自じ由ゆうです。

　次つぎは、いよいよ最さい終しゅう巻かんです。はたしてゴブリン・キングは、どんなやつなのでしょう。そして、なにより、エルフとレーブンの仲なかは、進しん展てんするのでしょうか。

　今こん回かいも生き生きしたイラストでキャラクターに命いのちをふきこんでくださった朝あさ日ひ川かわ日ひ和よりさん（レーブンが成せい長ちょうして少すこし背せが高たかくなってきましたね。）、デザイナーの高たか橋はし久く美みさん（ハロウィーンのようなクモの巣すの模も様ようをつけていただきました）、なんども読よみかえして意い見けんをぶつけてくださった編へん集しゅうの方かた々がたに、重かさねてお礼れいを申もうしあげます。みなさんのご尽じん力りょくがなかったら、この本はできなかったでしょう。

　では、次つぎの巻かん、冒ぼう険けんのしめくくりをお楽たのしみに！
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